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デー タベー スは、 わが 国の情報化 の進展 上、重要 な役 割 を果 たす もの と期待 され

てい る。 今 後 、 デー タベー スの普 及 に よ り、 わが国 にお いて健 全 な高度情報化 社会

の形 成 が期 待 され る。 さらに海外 に対 して提 供可能 なデー タベ ー スの整備 は、 国際

的な情 報 化 へ の貢 献 お よび自由な情 報流通 の確保 の観点 か ら も必要 である。 しか し

なが ら、 現 在 わが 国で流通 しているデー タベースの中で わが 国独 自の ものは3割 に

す ぎ な い の が 現 状 で あ り、 わが国 デー タベースサー ビス ひいて はバ ラ ンスあ る情 報

産業 の健 全 な発展 を図 るため には、 わが 国独 自のデー タベー スの構 築 お よびデー タ

ベー ス 関連技 術 の研 究 開発 を強力 に促 進 し、 デー タベ ー スの拡 充 を図 る必 要 が あ

る。

この よ うな要 請 に応 えるため、(財)デ ー タベ ー ス振 興 セ ン ター で は 日本 自転車

振 興会 か ら機械 工 業振 興資金 の交付 を受 けて、 デー タベー ス の構 築 お よび技術 開発

につ い て民 間企業 、 団体 等 に対 して委託 事業 を実施 して いる。 委 託事業 の内容 は、

社会 的 、経 済 的、 国際 的 に重要 で、 また地域 および産 業の発展 の促 進 に寄 与す る と

考 え られ て い るデー タベー スの構 築 とデー タベース作 成 の効率 化、 流通 の促進 、利

用 の円滑化 ・容 易化 な どに関係 した ソフ トヴェア技術 ・ハー ドウェ ア技 術 で あ る。

本 事 業 の推 進 に当 って、 当財 団 に学識経験者 の方 々 で構 成 されるデー タベー ス構

築 ・技 術 開発 促 進委員 会(委 員 長 山 梨 学 院 大 学 教 授 蓼 沼 良 一氏)を 設 置 して い

る。

こ の 「ネ ッ トワー ク化 された地域情報 デー タベ ースの有効 なマ ネ ジメ ン トにつ い

ての調査 研 究 」 は平成2年 度 の デ ー タベ ー ス の構 築 促 進 お よび技術 開発促 進事業 と

して、 当財 団がセ ン トラル開発株式 会社情報 図書館RUKITに 対 して委 託 実 施 し

た課 題 の 一 つ で あ る。 この成果 が、 デー タベース に興味 をお持 ちの方 々や諸分野 の

皆様 方 の お役 に立 て ば幸 いで ある。

な お、 平 成2年 度 デ ー タベ ー ス の構 築 促 進 お よび技 術 開発促 進事 業 で実施 した課

題 は次 表 の とお りで ある。

平成3年3月

財 団 法 人 デ ー タ ベ ー ス振 興 セ ン タ ー
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平成2年 度 デー タベ ー ス構築促進 ・技術開発委託課題一覧

分 野 課 題 名 委 託 先

社 会

1形 態学 的 コ メ ン トを含 む病理 デー タベ ース の

フ ィー ジ ビリテ ィ調 査

2災 害 情 報 デ ー タベ ー ス支援環境 の構築

3AV!MARCの ため の分 類索 引 デー タベ ース構築

4気 候情 報 デ ー タベ ー スの構築

5健 康 の 自己管理 と病気 予 防 デー タベ ースの構 築

6シ ルバ ーエ イ ジの実態 及 び生活 に必 要 な情 報 の

デ ー タベ ース構 築 の た めの調査研 究

7交 通事 故 調 査 デ ー タの デー タベ ー ス化 に関す る調

査研 究

{株)エ ス ・ピー・オー

(株)防災都市計画研究所

(株)ダ インメディアサー ビス

(株)エ ムテーエス雪氷研究所

(株)コ ンピュータコンビニエンス

美崎高齢者福祉互助会美崎生活館

(財)日本自動車研究所

地域活性化

中小企業振興

8ア ジア太 平 洋 交 流 デ ー タベ ー スの課題性 の研 究

9戦 略 商 圏 レベ ル に細 分化 した地域 デ ー タ と分 析 ・提

案手 法 を統 合化 した企 画 支援 システ ムデー タベ ー

スの構 築

10ネ ッ トワ ー ク化 され た地域情 報 デ ー タベ ー スの有

効 なマ ネ ジ メ ン トに つい ての調査 研究

ll徳 島市 中 小 商業振 興 デ ー タベ ースの構 築

12九 州 地域 の 人材情 報 デー タベ ース構 築

(株西 日本新聞社

パラシュー ト情報開発研究会

札幌凸版印刷(株)
`ノ

セントラル開発(株)情 報図書館

RUKIT

(株)ニ ューメディア徳島

(財}九州産業技術セ ンター

海 外

13海 外 向 け 国 内先端 技 術分 野 中堅企業 情報 英文 デ ー

タベ ー ス構 築

14海 外規 格(ソ 連邦 国家 規 格)デ ー タベ ー スの整備

15政 府 開発 援助(ODA)に 関す る デー タベ ースの構i築

調 査

16専 門用 語 デ ー タベ ー ス システ ムの機 能 に関す る調

査研 究

17専 門家 デ ー タベ ー ス構築 事業

コ ム ラ イ ン イ ン ター ナ シ ョナ ル

(株)

日本 電 子 計 算(株)

(財)日 本 国 際 協 カ シ ス テ ム

ア イ ・エ ヌ ・エ ス(株)

(財)海 外 貿 易 開 発 協 会

技 術

18VAN用 デ ー タベ ー ス管 理 システ ムの開発

19レ コー ドマ ネジ メ ン ト用 辞書管 理 システ ムの 開発

研 究

20建 築CAD用 拡 張可 能 デ ー タベ ースの プ ロ トタイ プ

作成

21先 進 複合 材 料 デ ー タベ ー ス ・プ ロ トタ イプの作 成

22マ イ ク ロコ ンピュ ー タの プ ログラマ ブル周 辺 デバ

イ スの デ ー タベ ース化

23書 誌 デ ー タベ ー ス用 ダイナ ミック ・シソー ラス の可

能性 調査 と実 験

シャープ(株)

(株)オ フィス総研

三菱電機(株)

(財)次世代金属 ・複合材料研究開

発協会

(社)日 本システムハ ウス協会

(株)紀伊國屋書店
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1調 査 研 究 の 概 要

1.1目 的

昭 和60年 電 気 通 信 事 業 法 が 制 定 され 、 情 報 通信 産 業市場 の 自由化 、VAN

事 業 の 規 制 緩 和 に よ り、 情 報 通 信 基盤 が急 速 に整備 され た。 また、 通信 端末 に

流用 で きるパー ソナ ル コ ン ピュー タの普 及、 パ ソコ ン通信 ネ ッ トワー クの拡 充

等 、ハ ー ド ・ソ フ ト面 におい て も普及 に拍 車 が かか り、情報 通信 メデ ィアが よ

り生 活 に密着 した もの にな りつ つあ る。 これ らに伴 い、情報提 供 者 の数 も年 々

増加 して お り、今 や 首 都圏 に とどま らず全 国的 に利 用者 が拡 大 してい る。

一 方、 日本 各地 で提 供 運用 されて いる地域情 報 デ ー タベ ー スや パ ソ コ ン通 信

は、 情報 の提 供対 象 が そ の地域 に限 られて い る場 合が多 い。 これ らの地域 の情

報 が別 の地域 で も必 要 と され始 めてい る。

各 地 の地域情 報 デー タベ ー スが ネ ッ トワー ク化 され、利 用 に際 しての地 理 的

制約 か ら解 放 され た際 の利 点 は数多 く考 え られ る。 この ために は、 技術 的側 面

か らの配慮 のみ で な く、 地域 デー タベー スの特性 を十分 考慮 した運 用 面 か らの

検 討 が必要 不 可欠 で あ る。

本 調査研 究 は、 この ような観 点 か ら、各 地域情 報 デ ー タベ ー スの現状 調 査 、

ネ ッ トワー ク化 の 際 の課題 の整 理、有 効 なマ ネジメ ン トの考察 ・検 討 を 目的 と

す る。

1.2方 針 と内 容

調 査 研 究 内 容 を4つ の視 点 に 分 け以 下 の手 順 に よ り調査 研究 を行 な った。

① 地域 情報 デ ー タベ ースの現状 調査(平 成2年7月 ～8月)

現 在 、 稼 働 中 で あ る全 国 の 地域 デー タベ ース、 パ ソコ ン通 信運 営 者 の所 在

をまず確認。 併 せ て、現状 と動 向 を調 査。

② 運営 者 に対 す る ア ンケー ト/ヒ ア リ ン グ調 査(平 成2年9月 ～12月)

地 域 外 へ の 情 報 発 信 を既 に行 な っ てい る機 関、今後 域外 提供 を予 定 してい

る機 関、 お よび地域 特性 を活 か した情報 を提 供 してい る機 関 を抽 出 し、既 存

のデ ィ レク トクー情 報 だけで は不 明瞭 な、 運営 形態 や技術 的、 法 的側 面 、 あ

るいは、著作 権 等 の阻害要 因、 問題点等 を抽 出 し課題 を整理 す る。
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③ 通信 イ ンフラス トラ クチ ャの現状 調査(平 成2年11月 ～12月)

他 地 域 へ の情 報 流 通 手 段 と して付 加 価値 通信 網(以 下VANと 略 す)に 焦 点

を 当 て、 情 報 伝 達 基 盤 の現 状 、 効 果 的利用 、技術 的問題 点、 コス ト比 較等 現状

を調 査。

④ ネ ッ トワー ク化 へ 向 けての考 察 お よび検 討(平 成3年1月 ～2月)

情 報 提 供 者 と利 用 者 が 地 域 を越 えた受発 信 を行 な う場 合、 どの ような方 策 が

考 え られる か、技 術面、 コス ト面等 の利 害得 失 につ い ての研 究。

1.3.実 施 体 制

当 該 調 査 研 究 の 目的 を達 成 す る ため、 産学 問の学 識経験 者 を中心 に構 成す る

「地域 情報 デー タベー ス調査研 究委 員 会 」 を設 け る。 また、 当委 員会 は、 委員

会 研究 活動 の 円滑 な運営 のため 、 ワー キ ンググルー プを設 けた。

(1)地 域 情 報 デ ー タ ベ ー ス 委 員 会

委員長

員

員

員

員

員

員

員

員

委

委

委

委

委

委

委

委

藤原 譲

折原 明男

園 鉄彦

藤代 一成

藤野 幸嗣

矢代 庸神

田中 豊

白岩 一哉

前田 晴吉

(2)ワ ー キ ン グ グ ル ー プ

倉田 俊 一

井 戸 隆 英

荒井 久美子

近藤 み ち よ

筒井 敬 子

筑波大学 電子情報工学系教授

㈱ 日建設計 理事 技師長

㈱ スペース 商業施設計画担当部長

筑波大学 電子情報工学系 譜師

梅林建設㈱ 営業部 主任

情報図書館RUKIT館 長

情報 図書館RUKIT事 務局長

情報 図書館RUKITマ ネージャー

情報 図書館RUKIT主 任

ル コ ネ ッ トワー クサ ー ビス㈱

情報 図書 館RUKIT

情 報 図書 館RUKIT

情 報 図書 館RUKIT

情 報 図 書 館RUKIT
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1.4要 約

1.4.1地 域 情 報 デ ー タ ベ ー ス の 現 状 調 査 要 約

地 域 の 情 報 は 、 様 々 な 構 想 、 目 的 を持 っ て 構 築 ・提 供 さ れ て い る。 今 回 調 査

し た 地 域 情 報 デ ー タ ベ ー ス を 例 に と り 大 別 す る と 、 以 下 の ケ ー ス に 分 類 さ れ

る 。

① 「第 四次 全 国総 合 開発計 画 」や 「経 済運営 五 ヶ年 計画 」等、 国の 閣議 や政

策 に基 づ い て推 進 して いる ケー ス。

② ニュー メデ ィア ・コ ミュニ テ ィ構想(通 産 省)、 テ レ トピ ア構 想(郵 政

省)、 イ ンテ リ ジ ェ ン ト ・シテ ィ構 想(建 設 省)、 グ リー ン トピ ア構 想(農

林 水 産 省)等 、 各 省 庁 の構i想 に基 づ い て 推 進 して い る ケ ー ス。

③ 地 方 自治体 や各 公 設試験所 等 、公 的機 関や商工 会 議所 が保有 す るデー タ を

住 民 や企業 に公 開 す る ための情 報伝 達手段 と して デー タベ ー ス を構 築 してい

るケース。

④ 地域 の企 業 ・住 民 間の交流 を、双 方 向 メデ ィアで あ るパ ソ コ ン通 信 に よっ

て活性 化 させ る こ とを主 目的 と してい る ケー ス。

⑤ 上記 のい ず れか を組 み合せ た ケー ス。

また、 これ らを運営 してい くための財源 は、 計 画 に基 づ い た国家予 算 の一 部

分で あ った り、各 都道 府 県 ごとに割 当 て られ た情 報提 供 にかか わ る予 算 で まか

な われてい る ケー スが多 い。 従 って、 その利 用 の条件 が地域 内 の納 税 者 で あ る

企 業や市民 であ り、 システ ムの利用 や情 報収 集料 は無料(電 話 代 を 除 く)を 原

則 と して い る機 関 が 大 半 で あ る。 また、 中小 企業 事 業団 が 中心 とな り国 内48

ケ所 で構 築 提 供 して い るSMAIRSや 、 各 商 工 会 議 所 の デ ー タ は 中小 企 業指

導 セ ンター や商工 会 議所 の メ ンバー に限 って提 供 され てお り、 地域 内で もその

利 用 が限定 されて い る もの もあ る。

一方、地域 固有 の情 報 を蓄積 整理 し、地域 外へ も提 供 されて い る機 関 に、 会

員 制で有料 で はあ るが 、 コ ミネ ッ ト仙 台やLAINERTOYAMA等 が あ

る。 この 種 に は 、 第 三 セ ク タ ー方式 に よる企 業体 が多 く、付 加価 値 を持 たせ た

情 報提供 業 と して確 立 してい る。
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パ ソ コ ン通信 運営機 関 に は、 地域 の住 民 との コ ミュニ ュ ケー シ ョンの ツー ル

と して組織 化 してい る 自治体 主 導 の もの と、個 人や、 同好 会 的集 団 が組織化 し

て いる もの に大別 される。

パ ソコ ン通信 は本 来、趣 味 や 話 題 提 供 を、 人 と人 との コ ミュ ニ ケー シ ョン

ツー ル と して、電話、FAX等 に 替 わ る情 報 伝 達 媒 体 と して の 利用 が主体 で あ

るが、 最近、 自治体 主導 の もの や地域 の企 業が提供 す る ものに、 メニ ューの一

部 に蓄積 された デー タを検索 で きる もの、つ ま りデー タベー ス化 された もの を

提 供 す る機 関が増 えて きてい る。 これ らには、他 シス テ ム との差 別化 や、 地域

で作 られ た情 報 の外 部へ の公 開利 用 を意 図 してい る とい った背 景 があ る。

1.4.2ネ ッ トワー ク化 の現 状 と提 言 の 要 約

利 用者側 か ら見 たデー タベ ー スの ネ ッ トワー ク化 に は、VANへ の接 続 を行

な う第1段 階 、 ゲ ー トウ ェ イ サ ー バ を設 け て接 続手順 を統 合化 す る第2段 階 、

フ ロ ン トエ ン ドプ ロセ ッサ を追加 して操 作環境 を統 合化 す る第3段 階 の 、3つ

の 段 階 が あ る。

運 営 者 の 視 点 か らは、 デー タ フ ァイル その もの を集 中 させ る集 中型 ホ ス ト方

式、 ゲー トウェ イ機 能 を集 中 させ る集 中型 ゲー トウ ェイ方 式、 地 方 に分散 され

た ゲー トウェイサーバ に よる分 散 型 ゲー トウェイ方式 の、3つ の 方 式 が あ る。

利 用 者 の操 作 環 境 を統 合化 させ る ため には、集 中型 ゲー トウェ イ方式 を実現

し、 そ の環境 に おいて操作 方 法 を統 一化 す るための フ ロ ン トエ ン ドプ ロセ ッサ

を もちい る方式 が、利 点が多 い。 しか し集 中型 ゲー トウェ イ方 式 の実現 のため

に は、VANコ ス トの 負 担 な ど マ ネ ジ メ ン ト面 にお け る問 題 、 お よび公 共 的

デー タを地域外 に提供 す るこ との 困難 さな どの制度 的 問題 が な どがあ る。 集 中

型 ゲー トウェ イ方 式 を実現 す るた め には、 これ らの重 大 な問題 点 を克服 しなけ

れ ば な らな い。

従 って現 状 で は、 主 と して経 済 的 な要 因 な どに より、実 現化 の比較 的容 易 な

分散 型 ゲー トウェ イ方式 に よ りネ ッ トワー ク化 を実現 して い く手 法 が、妥 当性

が高 い。

この ため には、財 政 的 ・制 度 的 な行政 の取 り組 みが必 要 で あ る。 併せ て、民

間 の 自主活動 の独 創性 ・創造 性 も活用 す るべ きであ る。
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2.地 域 情 報 デ ー タ ベ ー ス の 現 状 調 査

2.1地 域 情 報 デ ニ タ ベ ー ス の 範 囲 ・視 点

本 報 告 書 で は 、 地 域 情 報 デ ー タ ベ ー ス を 、 あ る 特 定 地 域 に お い て 作 ら れ た 情

報 が 、 コ ン ピ ュ ー タ で 検 索 で き る よ う に 整 理 分 類 した 形(機 械 可 読 型)で 蓄 積

さ れ 、 そ の 地 域 か ら 一 般 公 衆 回 線 ま た は 、 専 用 回 線 を 経 由 して 利 用 で き る よ う

な 仕 組 み に 整 備 さ れ て い る 稼 働 中 の シ ス テ ム と 定 義 す る 。 ま た 、 パ ソ コ ン通 信

に つ い て も、 デ ー タベ ー ス フ ァ イ ル を メ ニ ュ ー に 含 む も の や 、 蓄 積 さ れ た デ ー

タ が 検 索 で き る よ う な 形 態 で フ ァ イ ル 化 さ れ て い る も の 、 ゲ ー ト ウ ェ イ 機 能 を

通 じ他 の デ ー タ ベ ー'ス に 接 続 可 能 な も の も地 域 情 報 デ ー タ ベ ー ス に 含 ま れ る も

の と した 。 な お 、 利 用 が 著 し く制 限 さ れ て い る情 報(企 業 内 デ ー タ ベ ー ス や 特

定 ユ ー ザ ー の み 利 用 で き る シ ス テ ム)や 、 情 報 提 供 形 態 が オ ン ラ イ ン で な い も

の は 対 象 外 と し た 。

2.2調 査 対 象 とな る情 報 提 供 機 関 の 抽 出方法

デー タベー ス台帳総 覧、 デー タベ ー スデ ィレク トリー、 関連雑 誌 ・図書等 、

既 存 の出版物 お よび、 商用 デー タベー ス に よる新 聞記事検 索 等、 公 開情報 を基

'に現 在 稼 働 中 の シス テ ム約600機 関 を確 認 。 さ らに、 本 調 査 研 究 の対象 とす

べ き機 関 を以 下 の3つ の視 点 か ら絞 りこみ 、 最 終 的 に53機 関 を選 出 した。

●視 点

① 公 的 機 関 に よる独立情 報提 供機 関

② 各省 庁 の構 想等 、割 当 て予算 に よ り運営 してい る情 報提供 機 関

③ パ ソ コ ン通 信等 の情 報提供 機 関

な お、 各地 域 内 にお いて 同種 の コ ンセ プ トで運 営 されて い る機 関 は1社 の み ・

選 び 、 む し ろ地 域 に ば らつ きが ない よ う全 国 的 な視 点 で選 択 した。 以 下、 調査

対 象 運営機 関 リス トを表2-1に 示 す 。 ア ンケ ー ト用 紙 は資 料 編1に 揚 げ た。

2.3調 査 の 方 法

ア ン ケ ー ト郵 送 法 お よ び 、 現 地 訪 問 に よ る ヒ ア リ ン グ

2.4回 収 状 況

ア ン ケ ー ト を 上 記53機 関 に 発 送 し、37機 関 よ り 回 答 を 得 た 。 回 答 率 は

70%で あ る 。 な お 、Jア ン ケ ー トの 結 果 か ら、 有 用 と思 わ れ る28機 関 に 対

し、 よ り具 体 的 な 調 査 を行 な う た め 、 現 地 訪 問 に よ る 追 加 ヒ ア リ ン グ 調 査 を 実

施 じ た 。 分 布 図 を 図2-1に あ げ る 。
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表2-1 調査対象機 関

ネ ッ トワー ク 名 所 在 地 運 営 者
BBS

/DB

1 あ ば し りネ ッ ト 北海道網走市 網走市役所 企画課

網走地域ニューメディア推進協議会

BBS

2 道 内情 報 ネ ッ トワー ク

システ ム

北海道札幌市 (社)北 海道商工指導センター

北海道地域産業情報センター

DB

3 道 新 オ ー ロ ラ ネ ッ ト 北海道札幌市 (株)道 新 メ デ ィ ッ ク BBS

4 AGNESS 宮城県白石市 仙南地域 グリーントピア推進協議会 BBS

5 コ ミネ ッ ト仙台 宮城県仙台市 (株)コ ミネ ッ ト仙 台 DB

BBS

6 YOU-NET 福島県取麻郡 医療法人社団福寿会 武田病院 BBS

7 佐 野AGネ ッ ト 栃木県佐野市 佐野市農業協同組合 BBS

8 村 の ネ ッ トワ ー ク 茨城県真壁郡 関城町農業協同組合 BBS

9 産業情報 システム 埼玉県大宮市 (財)埼玉県中小企業振興公社

埼玉県産業情報センター

DB

10 COMMANDSSYSTEM 東京都東久留米市 (財)機械振興協会技術研究所 DB

11 JADIC 東京都千代田区 総合歯科医療研究所 BBS

12 エ ナ ジーNET 東京都千代田区 (株)ユ ー トピア開発研究所 BBS

13 TSA-NET 東京都千代田区 東京技能者協会 BBS

14 プラ ネ ッ トQ&A情 報 サ ー ビス 東京都千代田区 (株)シ ー エ ム シ ー DB

15 ア ー キ ネ ッ ト・ジ ャパ ン 東京都新宿区 テ ク ニ カ ル コ ラ ボ レイ ツ(株) BBS

16 MEDINET-P 東京都港区 (財)医 療 情報 システム開発センター BBS

17 ツ ー カ ー情 報 サ ー ビ ス 東京都江東区 (株)コ ー パ ス DB

18 KDMMHS 東京都中央区 ケ ー デ ー エ ム(株) DB

19 日本農業気象学 会

情報 システム研究部会BBS

東京都文京区 東京大学農学部農業工学科環境研

日本農業気象学会情報システム研究部会

BBS

20 IRIS-NET 神奈川県横浜市 (財)横 浜 ・神奈川総合情報センター DB

BBS

21 KL-NET 神奈川県横浜市 神奈川県立図書館 DB
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ネ ッ トワ ー ク名 所 在 地 運 営 者
BBS

/DB

22 YOUNET 神奈川県横浜市 横浜市役所 経済局商工部

中 ・!'企業 指 導 セ ン ター

DB

23 シ ェ フ ネ ッ ト ・ジ ャパ ン 神奈川県横浜市 シ ェ フ ネ ッ ト ・ジ ャパ ン BBS

24 「 ち ゃ っ き り ,」NET 静岡県静岡市 (財)静岡県 中小企業振興公社

中小企業情報 センター

BBS

25 JOHO-NET 長野県長野市 (株)ケ イ シ イ シ イ BBS

26 PC-NIR 長野県長野市 (財)長野県中小企業振興公社

長野県中小企業情報セ ンター

DB

27 工技 ネッ ト新潟 新潟県新潟市 新潟県工業技術セ ンター DB

28 KANON 富山県富 山市 (財)富 山県産業情報 センター BBS

29 CSA-NET 富山県富山市 富山大学教養部 社会環境論研究室 BBS

30 TORINET

(富 山研 究情 報 ネ ッ ト)

富 山県富山市 (財)富 山技術開発財団 DB

31 LAINERTOYAMA 富山県富山市 (株)シ ー ・エ ム ・ピー 情 報 開 発 室 DB

BBS

32 FK-NET 福井県福井市 福井県工業技術 センター BBS

33
'
サ ク セ ス ・イ ン福 井 福井県福井市 (財)福井県中小企業情報セ ンター BBS

34 FCCINET 福井県福井市 福井商工会議所経済情報セ ンター BBS

35 ア イ パ ネ ッ ト 愛知県名古屋市 愛知県産業情報 センター BBS

36 中 日 ネ ッ ト 愛知県名古屋市

唱

中日新聞社 DB

BBS

37 M&T-NET 京都府京都市 京都府中小企業総合セ ンター DB

38 JR西 日本NET 大阪府大阪市 西日本旅客鉄道(株)事 業本部事業開発課 BBS

39 「情報倉庫 」西宮 兵庫県西宮市 西宮市役所 企画局企画調整部 DB

BBS

04

,

Wave-Net 和歌 山県和歌 山市 和歌山県 企画部情報システム課 BBS

41 岡山県畜産情報 システム 岡山県久米郡 岡山県総合畜産センター DB

42 プ ラ ネ ッ トひ ろ し ま 広島県広島市 (財)広 島県産業技術振興機構内

広島県産業情報セ ンター

DB

BBS
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ネ ッ トワ ー ク名 所 在 地 運 営 者
BBS

/DB

43 C-TEC 広 島県広島市 (株)中 国 コ ミュ ニ ケ ー シ ョ ン ネ ッ トワー ク BBS

44 中国地域 デー タベ ース(仮) 広島県広島市 広島県庁 企画進行部 DB

45 総研 デ ー タバ ンク 香川県高松市 (株)四 国総合研究所 DB

46 YOMINET 福 岡県北九州市 読売新聞西部本社 BBS

47 REQUEST－ 九 州 福岡県福岡市 (財)九 州経済調査協会 DB

48 豊 の国情 報 ネ ッ トワー ク

ORION(オ リオ ン)

大分県大分市 (社)大 分県地域経済情報セ ンター

オリオン事務局

DB

49 豊 の 国情報 ネ ッ トワー ク

OSCAR(オ スカ ル)

大分県大分市 大分県総務部統計情報課 DB

50 豊 の国情 報 ネ ッ トワー ク

COLONBUS(コ ロ ンブス)

大分県大分市 (社)大 分県地域経済情報センター

中小企業情報課

DB

51 豊 の 国情 報 ネ ッ トワー ク

COARA(コ ア ラ)

大分県大分市 大分パソコン通信 アマチュア研究協会 BBS

52 SMIRSロ ー カ ル デ ー タベ ー ス 鹿児島県鹿児島市 (財)鹿 児 島県中小企業振興公社

中小企業情報センター

DB

53 NCS-NET 沖縄県那覇市 (株)エ ヌ シ ー エ ス 沖 縄 BBS
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・道 新 オ ー ロ ラ ネ ッ ト

・道 内 情 報 ネ ッ トワ ー ク シ ス テ ム

■CSA-NET

●TORINET

●KANON
・工 技 ネ ッ ト新 潟

・LAINERTOYAMA

・プ ラ ネ ッ トひ ろ し ま

■C-TEC●FK-NET

●FCC|NET. ,PC-NIR

・サ ク セ ス ・イ ン 福 井

●YOMINtT

・岡 山 県 畜 産 情 報 シ ス テ ム

ー
・REQUEST－ 九 州 ■

■

■ ■
■

..∠7'
■

■
■ ■■

・総 研 デ ー タ バ ン ク
・ア イ パ ネ ッ ト

・鹿 児 島 県 ・中 日 ネ ッ ト

SM旧Sロ ー カ ル

デー・ベース.醐 倉庫 醒:漂 ぽ ●」ADIC

●MEDINET-P

●ち ゃ っ き り ネ ッ ト

豊 の 国 情 報 ネ ッ トワ ー ク

●ORION

●OSCAR

●COLONBUS

■NCS-NET●COARA

・コミネ ット仙台

＼ ●AGNESS

・村 の ネ ッ トワ ー ク

・埼玉県産業情報 システム

.ア ーキ不ツト・ンヤパン

・日本農業気象学会情報 システム研究部会BBS

図2-1
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2.5ア ン ケ ー ト結 果

ア ン ケ ー トお よ び 、 ヒ ア リ ン グ 調 査 の 結 果 を 以 下 の 視 点 で 解 析 し た 。 な お 、

定 量 的 な デ ー タ は 、 グ ラ フ化 し た 。

ω　 「± 罷

④ デー タ収録件数

(2)利 用 条件

(3)運 営 形 態

(4)システム形態τ ㌫;1二 ∵

一ス管理ソフト)

(5)地 域 外 提 供 ① データの外部提供

「=
②VAN加 入状況

(6)利 用状況 ① 利用場所の限定

② 利用者の属性

③ 利用 目的

④ 利用者の満足度

(7)ネットワーク化亡i灘 ぽil欝=
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2.5.1フ ァ イ ル概 要

① デ ー タ作 成 機 関

地 域 情 報 デ ー タベー スか ら提 供 され る各種情報 源 は、 その デー タ作 成機 関が

自社 で あ る場 合 と、他 機 関 か らデー タ を入手 し自社 の システ ムか ら情 報提 供 す

る場 合 、 お よび、 それ らを複 合 させ て い る場合 の3種 に分 か れ る。 全 体 の構 成

は 図2-2の 通 りで あ る。 こ こ で 問 題 とな るのが、 自社作成 の場 合、 情報 の取

扱 い につ い て は、比 較 的規制 が少 ないが、他機 関 か らデ ー タ を入手 し提 供 す る

場合 におい て は著作権 等 法的 な問題 点 が生 じる こ とか ら、 ゲ ー トウェ イあ るい

は、 ネ ッ トワー ク化 の際 の問題 点 の一 因 となって い るこ とであ る。

表2--2デ ー タ製作機 関

デー タ製作機関 団体数 比率

自 社 16 43%

他 社 4 11%

自 社+他 社 10 27%

無 回 答 7 19%

合 計 37 100%

図2--2デ ー タ製作 機 関別 比 率
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② デ ー タの種類

デー タの種類 は、抄録 ・全文 ・数値 の3タ イ プ に わ け て統 計 処 理 を行 な った。 こ

こでい う抄 録 とは、 情報 源 にた ど りつ くた め の所 在情 報 や、 要約 され た もの をい

う。 また、 全 文 は、新 聞記 事情 報や観 光 ・物産等 案 内情報 を、 数値情 報 は、事実 に

基 づ いた数値 を統 計 デー タ化 した もの をそ れぞれ指す。 ただ し、本調査 で対 象 と し

た機 関は全 て、複 数 フ ァイル を提供 して い る た め、統 計処 理結 果 は、 全 機 関 の全

フ ァイル を対象 と してい る。従 って ここで表す比 率 は、地域情報 デー タベー スが提

供 す るデー タ種 類 の全 体 的 な傾 向 を示 してい る。

表2-3デ ー タの種類

デー タの種類 団体数 比率

抄 録 12 32%

全 文 8 22%

数 値 3 8%

抄 録+全 文 3 8%

抄 録+数 値 3 8%

抄 録+全 文+数 値 3 8%

無 回 答 5 14%

合 計 37 100%

抄録+全 文+数 値

抄録+数 値

数値

録

%

抄

32

、i錫i

図2-3デ ー タの種 類 別 比率
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③ サ ー ビ ス 内 容 と機 能

ア ン ケ ー ト回 収 機 関(37機 関)が 提 供 して い る サ ー ビ ス 内 容 お よ び 、 機 能 を 表

2-4に ま と め る。 内 容 は 、 地 域 特 性 を 活 か した ユ ニ ー ク な 情 報 や 、 地 場 産 業 に 関

連 し た 専 門 情 報 が68%と 最 も多 く、 次 い で 地 域 内 の 企 業 ・機 関/図 書 ・雑 誌/人

物 と 続 く、 ま た 今 後 の 計 画 と し て 、 図2-6に 見 る よ う に67%機 関 が 、 新 た に

サ ー ビ ス 内 容 を 追 加 す る 予 定 で あ る 。

表2-4各 シ ス テ ム の デ ー タ 内 容 と機 能 一 覧(ア ン ケ ー ト回 収37団 体)

注)○ は提供 中、 △ は提供 予 定 、SMIRSはSMIRS構i想 に基 づ い て構 築 され てい る もの であ る。

内 容 機 能

新

聞

二

『
ス

図

書

!

雑

誌

企

業

/

機

関

人

物

/

研

究

者

統

計

市

政

/

案

内

生

活

!

く

ら

し

観

光 《
ン

ト

/

催

し

物

産

/

製

品

専

門

電

子

会

言貌

電

子

メ

↓

チ

;
ト

:

;

:

F

A

X

配

信

ゲ

;

:
イ

S

M

I

R

S

道 新 オ ー ロ ラ ネ ッ ト ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

道 内 情 報 ネ ッ トワ ー ク シ ス テ ム ○ ○ ○ ○

AGNESS ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

コ ミネ ッ ト仙 台 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

村 の ネ ッ トワ ー ク ○ ○ ○ ○

埼玉県産業情報 システム ○ ○ ○ ○ ○

JADIC ○ ○ ○ ○

ア ー キ ネ ッ ト ・ジ ャ パ ン ○ ○ ○

MEDINET・P ○ ○ ○

日本農業気象学会

情報 システム研究部会BBS
○ ○ ○ ○

IRIS・NET ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

KL'NET ○ ○

ち ゃ っ き り ネ ッ ト ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
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内 容 機 能

新

聞

二

↑
ス

図

書
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雑

誌

企

業

/

機

関

人

物
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研

究
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計

市
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案

内
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活

ノ
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観

光 《
ン

ト

ノ

催

し

物

産

/

製

品

専

門

電

子

会

議

電

子

メ

↓

チ

;
ト

シ

;
ビ

ン

グ

F

A

X

配

信

ゲ

1

ト

ウ

;

S

M

I

R

S

PC.NIR ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

工技ネット新潟 ○ O ○ ○

SMIRSロ ー カ ル デ ー タ ベ ー ス

(富 山 県)

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

CSA・NET ○ ○ ○ ○

TORINET ○ ○ ○ O ○ ○ ○

LAINERTOYAMA ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ △

FK.NET ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

サ クセ ス ・イ ン福 井 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

FCCINET ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ O ○ ○ ○

ア イ パ ネ ッ ト ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

中 日 ネ ッ ト ○ ○ ○ △

情報倉庫 西宮 ○ ○ ○ ○ ○ ○ △

岡山県畜産情報システム ○ ○ ○

プ ラ ネ ッ トひ ろ し ま ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

C・TEC ○ ○ ○ ○ ○ ○

総 研 デ ー タ バ ン ク ○

YOMINET ○ ○ ○

REQUEST・ 九 州 ○ ○ ○ ○

ORION ○ ○ ○ ○ ○

OSCAR ○
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内 容 機 能
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グ

F

A

X

配

信

ゲ

1

ト

ウ

エ

イ

S

M

I

R

S

COLONBUS ○ ○ ○ ○ ○ ○

COARA ○ ○ ○ ○ ○ ○

SMIRSロ ー カ ル デ ー タベ ー ス

(鹿 児 島 県)

○ ○ ○

NCS-NET ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
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表2-5シ ス テ ム の 内容 と機 能

団体数 37団 体 中の比率

内

容

専門 25 68%

企業/機 関 15 41%

図書/雑 誌 13 35%

人物/研 究者 13 35%

イベ ン ト/催 し 11 30%

,

新 聞/ニ ュ ー ス 9 24%

統計 9 24%

市政/案 内 9 24%

観光 7 19%

生 活!く ら し 6 16%

物産/製 品 5 14%

機

能

電子会議 28 76%

電子 メ ー ル 29 78%

チ ャ ッ ト 13(1) 35%(3%)

シ ョ ッ ピ ン グ 2 5%

FAX配 信 6 16%

ゲ ー ト ウ ェ イ 8(2) 22%(5%)

SMIRS 7 19%

注) アンケー ト回収37団 体について複数回答可

喪中のOの 中の数値 は、提供準備中の団体数

表中のOの 中の%値 は、37団 体の うち提供準備中の団体の比率
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電子会 議

電子 メ ール

チャ ッ ト

シ ョッピ ング

FAX配 信

ゲ ー トウェイ

SMIRS

0 5 10 15 20 25

(団 体 数)

30

図2-4シ ステ ムの機能別団体数

専 門

企 業/機 関

図書/雑 誌

人物!研 究者

イベ ン ト/催 し

新 聞/ニ ュ ー ス

統 計

市政/案 内

観光

生活1く ら し

物 産!製 品

0 5 10 15 20

(団 体 数)

25
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表2-6サ ー ビ ス メ ニ ュ ー 追 加 予 定 の 有 無

団体数 比率

無 8 22%

有 25 67%

無 回 答 4 11%

合 計 37 100%

図2-6サ ー ビ ス メ ニ ュ ー 追 加予 定 比 率
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④ デー タ収録 件 数

デー タ収録 件 数 は、個 別 フ ァイル毎 の件数 で あ り、複 数提供 されてい る場 合 はそ

の総計 をデー タ化 した。 無 回答 を除 くと、大半 の機 関が10万 件 未 満 で あ る。 全 般

的 に提 供 され てい る情 報 量 は、 まだ少 ない傾 向にあ る。

表2-7デ ー タ収録 件 数

デー タ収録件数 団体数

1万件未満 13

1万件 ～10万 件未満 5

10万 件 ～20万 件未満 2

20万 件～30万 件 未満 1

30万 件～40万 件未満 1

～

120万 件 ～130万 件 未満 1

無 回 答 14

合 計 37

1万 件 未満

1万 件 ～10万 件 未満

10万 件 ～20万 件未 満

20万 件 ～30万 件 未 満

30万 件 ～40万 件 未 満

～

120万 件 ～130万 件未 満

無 回 答

0 5 10

(団 体 数)

15
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2.5.2利 用 条 件

大 半 の 機 関 が 会 員 制 を 採 用 し て い る が 、 一 時 的 利 用 の た め の ゲ ス トIDを 用

意 し て い る 機 関 も 多 く存 在 す る 。ID発 行 数 は 、 図2-8に 現 れ て い る よ う

に 、24機 関(65%)が10001D未 満 で あ る 。

ID数 が 多 い 機 関 に は 以 下 の よ う な 共 通 点 が あ る 。

●入 会 金 、 会 費 あ る い は 、 情 報 入 手 料 等 が 無 料 で あ る 。

●情 報 フ ァ イ ル が 多 い 。

● ア ク テ ィ ブ メ ンバ ー の 数 が 多 い 。

●地 域 外 に も情 報 提 供 し て い る 。

● ア ク セ ス ポ イ ン トが 多 い

● 個 人 に も解 放 さ れ て い る。 等 で あ る 。

また当初、施 行期 間 と して無 料 で サー ビス され てい た ものが、 時期 をみ て有

料 化 した直後 にID数 が 減 少 す る ケ ー ス が 多 くみ られ る。

(団 体 数)

1～500

501～1000

1001～1500

1501～2000

2001～2500

2501～3000

3001～3500

無 回 答

(ID発 行 数)

0 5 10 15 20

図2 .一一8現 在 のID発 行 数
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2.5.3運 営 形 態

運 営 形 態 を2つ の タ イ プ に 分 類 し た 。 こ こ で い う独 立 採 算 と は 、 情 報 提 供

サ ー ビ ス を 主 業 と し て い る 機 関 を 指 す 。 ま た 、 公 的 予 算 で 運 営 し て い る 機 関

や 、 情 報 提 供 サ ー ビ ス を 従 業 と し て い る 機 関 は そ の 他 と し た 。 独 立 採 算 制 機 関

が11機 関(30%)で あ る が 、 採 算 性 に の っ て い る と答 え た の は 、 数 機 関 で

あ っ た 。

表2-8運 営形態

運営形態 機関数 比率

独立採算制 11 30%

その他 26 70%

合 計 37 100%

図2-9運 営形態別比率

2.5.4シ ス テ ム 形 態

① ホ ス トコ ン ピ ュ ー タ

地 域 情 報 を 作 成 、 管 理 ・提 供 して い る ホ ス トコ ン ピ ュ ー タ を そ の 運 用 形 態 で

大 別 す る と、 以 下 の3タ イ プ に 分 類 さ れ る。
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(1)汎 用 機 ホ ス ト型

汎 用 機 を ネ ッ トワ ー ク の 中 核 に 配 置 し、 情 報 提 供 シ ス テ ム の メ イ ン フ レ ー ム

と して 置 く タ イ プ と 、 既 に 導 入 さ れ て い る 汎 用 機 を 部 分 的 に 利 用 して い る タ イ

プ に 二 分 さ れ る。 後 者 の 場 合 、 汎 用 機 導 入 時 の 主 目 的 が 必 ず し も デ ー タ ベ ー ス

構 築 を考 慮 した も の で も な い た め 、 柔 軟 性 や 拡 張 性 、 シ ス テ ム の 仕 様 、 利 用 端

末 、 ソ フ ト ウ ェ ア 等 に 制 約 が あ る ケ ー ス が あ る 。 表2-9に 見 る よ う に 以 下 の

3タ イ プ は 、 ほ ぼ 同 じ割 合 で で あ る 。 な お 、 デ ー タ ベ ー ス 系 は ミ ニ コ ン ・オ フ

コ ン ま た は 汎用 機 を導入 して お り、BBS系 は パ ソ コ ン ま た は 、 ミ ニ コ ン ・オ フ コ

ン を 導 入 して い る こ と が 明 か に な っ た 。

(2)ミ ニ コ ン ポ ス ト型

比 較 的 規 模 の 大 き な デ ー タ ベ ー ス や パ ソ コ ン通 信 の ホ ス トに 使 わ れ て お り、

デ ー タ の 作 成 、 入 力 、 管 理 、 提 供 を 一 元 化 して い る 。 参 考 資 料2① 、 ② に 示 す

COARAや コ ミ ネ ッ ト仙 台 の よ う に 商 用 デ ー タ ベ ー ス に ゲ ー ト ウ ェ イ す る も

の や 、 海 外 に ま で ネ ッ ト ワ ー ク を 拡 げ て い る も の も あ る 。

(3)パ ソ コ ンホ ス ト型

比 較 的規 模 の小 さなパ ソ コ ン通 信 の ホス トに使 われ る ケー スが多 く、 コス ト

が あ ま りかか らない とい った点 か ら、全 国の草 の根BBSに 最 も多 い。 反 面 、

多 くの機 能 を持 てな い ため、管 理 ・運営 面 や料 金 回収 等、 単体 でサー ビスす る

に は種 々 の限 界 が あ る。 パ ソ コ ンホ ス ト型 の 例 と して 参 考 資 料2③ に 示 す

AGNESSを あ げ る。

表2-9ホ ス トコ ン ピ ュ ー タの種 類

ホ ス トコ ン ピ ュ ー タの 種 類 団体数 比率

パ ソ コ ン 13 35%

ミ ニ コ ン ・オ フ コ ン 13 35%

汎用機 11 30%

合 計 37 100%
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図2-10ホ ス トコ ン ピ ュ ー タの 種 類 別比 率

②DBMS(デ ー タ ベ ー ス 管 理 シ ス テ ム)

本 節 で 先 に 述 べ た ホ ス トコ ン ピ ュ ー タ と 関 連 す る が 、 デ ー タ ベ ー ス 管 理 シ ス

テ ム(以 下DBMSと す る)の 種 別 を 汎 用 タ イ プ と 自社 開 発 タ イ プ の も の に 二

分 した 。 集 計 の 結 果 、 図2-11に み る よ う に 、 汎 用 タ イ プ が62%と 多 い こ

と が 判 明 した 。 こ れ ら のDBMSは 、 ミニ コ ン ・オ フ コ ン用 に 市 販 さ れ て い る

も の を カ ス タ マ イ ズ し た 形 で 運 用 して い る 機 関 が 多 い 。

(1)汎 用 タ イ プ

同 一 メ ー カ の ホ ス トに お い て 、 シ ス テ ム 設 計 が 同 じ汎 用 ソ フ トで あ れ ば 、 シ

ス テ ム 統 合 あ る い は 、 情 報 フ ア ィ ル の 共 有 等 ネ ッ ト ワ ー ク化 す る 際 に 有 利 で あ

り、 相 互 の 情 報 資 産 を 最 小 限 の 投 資 で 活 用 で き る 。 ま た 、 メ ー カ ー の 協 力 も 得

や す い 。

(2)自 社 開 発 タ イ プ

デ ー タの作 成 ・保 存 ・記憶 方 法、 デ ー タ特 質 を活 か した検 索方 法 や表現 、 シ

ス テ ム管理 方法 等、 サ ー ビス 開始 以前 に運営者 の 意 図 にあ った 自由 な設計 が 可

能 で あ る。 また、 稼働 後 の仕様 変 更 やバー ジ ョンア ップ等 に も細 か く対応 で き

る。
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図2-11DBMS別 比 率

2.5.5地 域 外 提 供

① デ ー タの外 部 提 供

地 域 外 に情報 提 供 す る こ と を認 め て い る機 関が70%(26機 関)で あ る

が 、 内14機 関 は地 域 外 に ア ク セ ス ポ イ ン トを持 って い ない。

図2-12外 部提供状況別比率
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②VAN加 入 状 況

地 域 外 へ の情 報 提 供 を認 め て い る機 関 は、 下記 の いず れか に属 す る。

(1)外 部 地 域 か ら の 利 用 は 認 め て い る も の の 、 地 域 内 に し か ア ク セ ス ポ イ

ン トを 持 た な い ケ ー ス 。

(2)VANに デ ー タ ベ ー ス 提 供 者 と し て接 続 し、 外 部 地 域 か ら利 用 す る 際

に は 最 寄 り の ア ク セ ス ポ イ ン トに 接 続 す れ ば 利 用 で き る ケ ー ス 。

(3)専 用 回 線 を持 ち 、 特 定 の 地 域 に ア ク セ ス ポ イ ン ト を 配 置 し、 市 内 料 金

ま た は 低 料 金 で 利 用 で き る ケ ー ス 。

こ れ らは、 地域 外 利 用 の 際 に大 きな影 響 を もた らす。 つ ま り貴 重 な デー タ

が、 あ る特 定地域 に存 在 した場 合 におい て も、情 報提 供 機 関 がVANに 未 加 入

あ る い は 専 用 回線 を持 た な い場 合 、利用 者 は、地域 外 か ら地域 内 の ア クセ ス ポ

イ ン トに市外電 話 をか けな けれ ば な らず 、遠方 に なれ ば な るほ ど電 話料 金が か

さむ こ とに なる。 結 果 的 に、地域 内利用者 とコス ト面 で大 きな開 きが生 じる こ

とか ら、 実用 に耐 え ない。 表2-10に み る よ うに 、 本 調 査 で対 象 と な った機

関 の内、VAN加 入 機 関 は17機 関 と少 な い が 、 地 域 外 提 供 を今 後 積極 的に考

え てい る機 関の大 半 が、VAN加 入 を検 討 して い る。

表2-10VANへ の加入状況

加入状況 団体数

Tri-P・TYMPAs・FENIcs等 に 加 入 9

DDX-TPに 加 入 5

INS-Pに 加 入 1

域 外 に独 自 の ア ク セ ス ポ イ ン トを持 っ て い る 2

加入 していない 14

合 計 31

(注)外 部提 供 を してい る26団 体 につ い ての デー タで あ る。

1団 体 で複 数 のVANに 加 入 してい る場 合 は複 数 回 答 可 と した。
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Tri-P・TYMPAS・

FENICS等 に 加 入

DDX-TPに 加 入

INS-Pに 加 入

域外に独自のアクセス

ポイントを持っている

加 入 して い な い

0 5 10

(団 体 数)

15

図2-一一13VANへ の加 入 状 況

(注)外 部提供 を してい る26団 体 につ い て の デ ー タで あ る。

1団 体 で複数 のVANに 加入 して い る場 合 は複数 回答可 とした。
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2.5.6利 用 状 況

① 利 用 場 所 の 限 定

地 域 内 の 特定 された場所 での み利用 が可能 なデ ー タベ ー ス は、 わ ざわ ざその

場所 に出 向 く必要 性 が あ り、 また、 利 用 日や時 間等 に 制 限 が あ る こ とな どか

ら、 利用 者 数 は全 般 的 に少 な く、 比例 して利用頻 度 は低 い傾 向 にあ る。

② 利 用 者 の 属 性

利 用 者 層 を 図2-14で み る と、30～39代 の ビ ジ ネ ス マ ン を 中 心 に 幅 広

く利 用 さ れ て い る 。 ま た 、 利 用 目 的 は 、 デ ー タ ベ ー ス 系 は 業 務 利 用 が 多 く 、

BBS系 は 趣 味 ・個 人 の 勉 強 と い っ た プ ラ イ ベ ー トユ ー ス が 多 い 。

表2-11利 用者 の年齢(最 も多 い年代)

年齢 団体数 比率

30～39才 14 38%

20～29才 6 16%

40～49才 2 5%

無 回 答 15 41%

合 計 37 100%

40～49才

5%

図2--14利 用者 の年齢別比率(最 も多 い年代)
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③ 利 用 目 的

業 務 利 用 が38%と 最 も多 く、 次 い で 趣 味 ・個 人 の 勉 強 で あ る 。 た だ し、 業

務 利 用 の ほ と ん ど の 場 合 が 、 デ ー タ ベ ー ス 系 の も の を利 用 して お り、 趣 味 や 個

人 の 勉 強 に はBBS系 を 利 用 し て い る ケ ー ス が 多 い 。

表2-12利 用 目的

団体数 比率

業務が多い 14 38%

趣味 ・個人の勉強が多 い 10 27%

ど ち ら と も い え な い 4 11%

無 回 答 9 24%

合 計 37 100%

ど ち ら と も い え な い

業務が多い

趣味 ・個人 の勉強が多い

図2-15利 用 目的別比率
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④ 利 用 者 の 満 足 度

図2-16に 現 れ て い る よ う に 、 無 回 答 を 除 く と現 状 の サ ー ビ ス に 対 して は ほ ぼ

満 足 さ れ て い る よ う で あ る。 反 面 、 必 ず し も全 情 報 フ ァ イ ル に つ い て 満 足 し て い る

と い う こ と で は 無 い と い う 点 と、 大 半 の 情 報 フ ァ イ ル が 無 料 提 供 さ れ て い る 点 も考

慮 して お く必 要 が あ る 。

表2-13サ ー ビス に対 す る利用者 の満足度

団体数 比率

非常に満足 されている 4 11%

ほぼ満足 されてい る 7 19%

ど ち ら と もい え な い 9 24%

満足 されていない 6 16%

わ か ら な い 2 6%

無 回 答 9 24%

合 計 37 100%

非常に満足 さ

れている

わか らない

満足さ

いない

ほぼ満足され

ている

ど ち ら と もい え な い

図2-16サ ー ビス に対 す る利用者 の満足度比率
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2.5.7ネ ッ トワー ク化

① 他 地域BBS/デ ー タベ ー ス とのVANに よ る相 互 接 続

既 に他 の 地 域 の デ ー タベ ー ス と相 互接続 され て い る機 関 は、 わず か3%で あ

り、 「今 後 接 続 予 定 有 り」 と答 えた機 関が43%で あ っ た。 「今 後接 続 予 定 無

し」 と答 えた機 関の 中 に は、技 術 的 な問題 や、制 度 上 の問題 点 が解 決 で きれ ば

接続 を検 討 したい と答 えた機 関 もあ った。

表2-14他 の地域BBS/デ ー タベ ース とのVANに よる相互 接続 予 定

団体数 比率

無 16 43%

有 16 43%

わか らない 4 11%

すで に接続 されている 1 3%

合 計 37 100%

すでに接続 されている3%

わか らない

図2-17他 の地 域BBS1デ ー タベ ー ス とのVANに よる相 互接 続 予定 比率
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② 集 中型 ゲー トウ ェ イサ ーバ を構 築 した場 合 のVANに よ る接 続

「接 続 予 定 無 」 が59%と 高 い 比 率 を示 して い る。 そ の 理 由 と して、提 供 者

か らゲー トウェ イサ ー バ までの 回線 料負 担 の問題 お よび、 料金 回収 方 法等、 現

状 の シス テ ムでは対応 し難 い運営者 が多 くみ られ る。

表2--15 全 国 の地域BBS1デ ー タベ ース と接 続 す る ホス トを構 築

した場 合 のVANに よる接 続 予定 の有 無

団体数 比率

無 22 59%

有 8 22%

わ か ら な い 7 19%

合 計 37 100%

図2-18 全 国 の地域BBS/デ ー タベ ース と接 続 す る ホ ス トを

構築 した場 合 のVANに よる接 続予 定 比率
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③ 集 中型 ホ ス トを構 築 した場 合 のVANに よ る接 続

「接 続 予 定 無 」 が40.5%と 高 い 比 率 を示 して い る 。 そ の 理 由 と して、

「異種 の デー タベ ース を集 中型 ホ ス トで提供 す る場 合、 定 め られ た フ ォーマ ッ

トに準拠 す る必 要性 が生 じ、結 果 的に提 供 者 に負担 が か か る」 とい った意見 が

最 も多 く聞か れ た。

表2-16 全国の地域情報 を提供 するデー タベースシステムを構築

した場合の情報提供の有無

団体数 比率

する, 15 40.5%

しな い 15 40.5%

わ か ら な い 7 19%

合 計 37 100%

図2-19 全国の地域情報 を提供す るデータベース システム

を構築 した場合の情報提供比率

一32.



④ 全 国 レ ベ ル ま で の ユ ー ザ ー 拡 大 予 定

「す ぐ に で も拡 大 し た い 」5件 、 「ニ ー ズ が あ り、 コ ス トが か か ら な い な ら

拡 大 し た い 」10件 、 「既 に 全 国 に 提 供 し て い る 」5件 を 合 わ せ る と 、 合 計

20機 関 が ユ ー ザ ー 拡 大 予 定 で あ る 。 反 面 、 「ニ ー ズ が あ れ ば 、 コ ス トが か

か っ て も拡 大 し た い 」 と答 え た 機 関 は0件 で あ る こ と か ら、 新 た に ユ ー ザ ー 開

拓 を 全 国 的 に 拡 げ て い く場 合 、 技 術 的 側 面 と コ ス トと の バ ラ ン ス が 運 営 者 に か

か わ っ て く る 問 題 点 で あ る 。

表2--17 全 国 レベ ル までの ユ ーザ ー拡 大予定

団体数 比率

す ぐにで も拡 大 した い 5 13.5%

ニ ーズが あ れば、 コス トが か か って も拡大 したい 0 0%

ニ ーズが あ り、 コス トが か か ら ない な ら拡大 したい 10 27%

拡 大す るつ もりは ない 14 38%

既に全国に提供 している 5 13.5%

わ か らない 3 8%

合 計 37 100%

既 に全国に提供 している

わからない
す ぐにで も拡大 したい

ニ ー ズ が あ り、 コ ス トが

か か ら な い な ら拡 大 し た い

拡大するつもりはない

図2-20全 国 レベ ル まで のユ ーザ ー拡 大 予定 比 率
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2.6地 域 情 報 デ ー タ ベ ー ス の 現 状 考 察

近 年 、 地 域 情 報 デ ー タ ベ ー ス の 数 は 年 々 飛 躍 的 に 増 加 し て い る が 、 一 方 、 会

員 数 や 、 利 用 率 、 デ ー タ ベ ー ス に 含 ま れ る デ ー タ の 種 類 や 内 容 、 収 録 件 数 等 を

み る と、 実 用 レベ ル ま で 到 達 し て い な い 機 関 も 多 く あ る こ と が 明 か に な っ た 。

こ れ ら の 運 営 者 が 指 摘 し て い る 共 通 的 な 問 題 点 に 以 下 の よ う な 点 が あ げ ら れ

る 。

1.地 域 の 企 業 や 住 民 の デ ー タ ベ ー ス に 対 す る 認 識 度 が 低 い 。

2.地 域 の 企 業 や 住 民 か ら の ニ ー ズ 発 掘 が 難 し い 。

3.デ ー タ ベ ー ス 構 築 ・運 営 に か か わ る コ ス ト回 収 が 困 難 で あ る 。

4.公 的 な 予 算 で デ ー タ ベ ー ス を構築 ・提 供 し て い る た め 、 地 域 内 納 税 者 や 、

限 定 さ れ た 住 民 や 企 業 に しか 提 供 し に くい 。

等 が あ る、

今 回調査 した地域情 報 デー タベ ース運 営機 関 は、 サ ー ビス開始 時期 が全 て最

近5年 未 満 で あ り、 採 算 性 よ りむ む しろ実用化 へ 向 けて の フ ァース トステ ップ

と して試行 してい る機 関が 大半 で あ った。

試行段 階 か ら、実 用段 階 へ移 行 してい くため には、種 々 の課題 が あ る こ とが

本 調査 で明 か にな った。 また、 転換期 で あ る ここ数 年 間 は、定期 的 に課題 を抽

出 し軌道修正 す る必 要性 も指 摘 された。

現段 階 におい て、 これ らの課 題 を解 決す るため の方 法論 は、外 部地域 デー タ

ベ ース との ネ ッ トワー ク化 が、 共通 した得 策 であ る との結 論 に達 した。

例 えば、地 元の新 聞 や ミニ コ ミ誌 、企業 や人 、観 光 、特 産品等 、地域 内 で し

か入手 で きない情 報 が、 デ ー タベ ース化 され、 オ ンライ ンに よって他 地域 か ら

ア クセ スで きる よ うに ネ ッ トワー クされ て いる と、 双 方 に メ リ ッ トが生 まれ る

こ とはい うまで もない。 地域 色 を出 した ものが提 供 で き、 直接 あ るい は、 間接

的 に地場 産業 の活性化 につ な が る。 地域 の情報 は、外 部 に発信 して始 めて価値

が生 まれ る ものが多 くあ る と推 測 され る。

上 記 の結 論 を踏 まえ、次 章 で は、 ネ ッ トワー ク化 の た めの方策 を検 討す る。

一34一



3.ネ ッ トワ ー ク 化 の 現 状 と提 言

3.1通 信 イ ン フ ラ ス トラ ク チ ャ の 現 状

本 節 で は ま ず 、 地 域 情 報 の デ ー タベ ー ス の ネ ッ ト ワ ー ク化 を提 言 す る に あ た り、

必 須 な 要 素 で あ る 通 信 イ ン フ ラ ス ト ラ ク チ ャ に つ い て 概 略 を述 べ る。

3.1.1概 括

遠 隔 地 の デ ー タベ ー ス を利 用 す るた め に必 要 な通 信 イ ンフ ラス トラ クチ ャ と し

て、VANが あ る。

1.1節 で述 べ た電 気 通 信 事 業法 の改 正 に よって、現在 のVAN業 者 の参 入 が始

ま っ た。 この 法 改 正 で、通 信事 業者 は第1種 通 信 事 業 者 と第2種 通 信 事 業 者 に分 類

さ れ、 さ ら に後者 は特 別 第2種 通 信 事 業 者 と一 般 第2種 通 信 事 業 者 に分 類 され た。

第1種 通 信 事 業 者 は 自 らの 通 信 回線 を持 ち、 それ を不特 定多数 の利用者 に提供 す る

もので あ り、NTT、DDI、 日本 テ レコ ム、 日本 高 速 通 信 な どの コモ ンキ ャ リア

と称 され る通信 事 業者 で ある。 一方第2種 通 信 事 業 者 は コモ ンキ ャ リア か ら回線 を

借 りて、付 加価値 を付 け て通信 サ ー ビス を行 な う。

ここでい う付 加価値 とは、通信処理機 能 ・デー タ蓄積機 能 ・情報処理機 能 な どで

あ る。 通信処 理機 能 には プ ロ トコル変換 、通信速 度変換 、 コー ド変換、 フ ォーマ ッ

ト変換 な どが あ り、 蓄積機 能 に はメール ボ ックス、 同報 通信、 時刻指定通 信 な どが

あ る。情 報処 理機 能 にはPOS情 報 の加 工 、 受 発 注 シ ス テ ム、 信 用 照会 システム な

どが あ る。

これ らのVAN機 能 は パ ケ ッ ト交 換 に よ り実 現 され てい る場合 が多 い。 パ ケ ッ ト

交換 に よ り、1つ の 回線 を複 数 の利 用 者 が 同 時 に使 うな ど、 効率 的 な回線 の利用 が

可能 にな ってい る。

「1つ の 回 線 を複 数 の 利 用 者 が 同時 に使 う」 とい う特 徴 を活 か し、個 人 で も利用

で きるサー ビス を行 な って い るVAN業 者 が あ る。NTTの 「DDX-TP」 、

(株)イ ン テ ッ ク の 「Tri-P」 、 ネ ッ ト ワ ー ク 情 報 サ ー ビ ス(株)の

「TYMPAS」 、 富 士 通 の 「FENICS」 な どで あ る。 次 第 で 、 これ ら比 較 的

接 続 デ ー タベー スの多 い4種 に つ い て簡 単 な比 較 を行 な う。
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3.1.2主 要VANの 比 較

(1)Tri-P

(株)イ ン テ ッ ク がACENETと い う パ ケ ッ ト交 換 網 を 使 っ て 行 な っ て い る

個 人 向 けVANサ ー ビ ス で あ る 。 全 国 に74か 所 の ア ク セ ス ポ イ ン ト を持 っ て い

る 。 い ず れ も300～2400bpsでMNPク ラ ス4に 対 応 し て い る 。

比 較 的 ア ク セ ス ポ イ ン トが 多 く、 回 線 を接 続 しな が ら他 の デ ー タ ベ ー ス に 移 っ た

り、 ロ グ オ フ した デ ー タ ベ ー ス に 再 接 続 で き る 、 な ど の 機 能 を 備 え て い る 。 料 金 シ

ス テ ム は 接 続 時 間 に 応 じた 完 全 時 間 制 で あ る。 し た が っ て 、 デ ー タ ベ ー ス 自体 が 出

力 デ ー タ に 応 じた 件 数 課 金 で あ っ た と して も、 こ のTri-Pを 使 っ て 接 続 す る 場

合 に は 、 接 続 時 間 の 長 短 が 利 用 コ ス トに 影 響 す る。

サ ー ビ ス 範 囲 は 日本 、 米 国 、 英 国 で 、 利 用 料 金 の 決 済 に は 各 種 ク レ ジ ッ トカ ー ド

が 利 用 で き る 。

(2)TYMPAS

ネ ッ トワ ー ク情 報 サ ー ビ ス(株)がTYMNETを 使 用 し て 提 供 して い る 個 人 向

け のVANで あ る。 全 国 に37か 所 の ア ク セ ス ポ イ ン トを持 っ て い る 。 通 信 速 度 は

300～2400bpsで 、 ア ク セ ス ポ イ ン トに よ り利 用 で き る 通 信 速 度 に 違 い が

あ る 。 料 金 シ ス テ ム は 接 続 時 間 に よ る 時 間 制 と、 デ ー タ量 に よ る 従 量 制 が あ り、 利

用 者 が 契 約 時 に 選 択 で き る 。

サ ー ビ ス 範 囲 は 日本 、 米 国 、 英 国 で 、 利 用 料 金 の 決 済 に は 各 種 ク レ ジ ッ トカ ー ド

が 利 用 で き る 。
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(3)DDX-TP

NTTの 行 な っ て い る パ ケ ッ ト交 換 サ ー ビ ス で あ り、 そ の ア ク セ ス 可 能 地 域 は 日

本 全 国 に く ま な く及 ん で い る。 全 国 ど こ か ら で も ほ ぼ 均 一 料 金 で 利 用 可 能 で あ り、

地 方 の 利 用 者 に 便 利 で あ る。

従 来 は 利 用 で き る 電 話 番 号 が 固 定 さ れ て い るID方 式 だ っ た が 、 ど の 電 話 番 号 か

ら で も利 用 で き る パ ス ワ ー ド方 式 のDDX-TPパ ス ワ ー ドが 導 入 さ れ た 。 料 金 シ

ス テ ム は 伝 送 した パ ケ ッ ト量 に か か る 料 金 と接 続 時 間 を併 用 し た シ ス テ ム に な っ て

い る 。 な お 、Tri-PやTYMPASと 異 な り、 月 間 基 本 料 金 は 必 要 な い 。

サ ー ビ ス 範 囲 は 日本 国 内 で 、 利 用 料 金 の 決 済 方 法 は 電 話 料 金 と 同 様 で あ る 。

(4)FENICS

富 士 通 の 行 な っ て い る 全 国 規 模 のVANサ ー ビ ス で あ る。 ユ ー ザ ー の コ ン ピ ュ ー

タ 間 の デ ー タ 交 換 と い うVANの 基 本 サ ー一一.ビス の 他 に 、 情 報 処 理 や 経 済 ・金 融 関 係

の デ ー タ ベ ー ス サ ー ビ ス も 包 含 す る 総 合 情 報 サ ー ビ ス と い う 位 置 付 け で あ り 、

VANの 基 本 サ ー ビ ス に 重 点 を 置 く他 の3者 と異 な る 。

サ ー ビ ス 範 囲 は 日本 国 内 で あ る。 デ ー タ ベ ー ス 利 用 の 場 合 、 利 用 者 がVAN料 金

を 負 担 す る ケ ー ス は 少 な い 点 も、 他 の3者 と異 な る 。

3.1.3地 域 情 報 デ ー タ ベ ー ス に お け るVANの 利 用

こ れ ら のVANはBBSで は す で に 地 方 利 用 者 の 必 須 の 通 信 ツ ー ル と な っ て い

る 。 今 回 の 調 査 対 象 の 地 域 情 報 デ ー タ ベ ー ス に お け るVANの 利 用 状 況 は 、 図2-

13の グ ラ フ に 示 さ れ て い る 通 り で あ る 。
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3.2利 用 者 側 か ら見 た ネ ッ トワー ク化

本 節 で は、 前章 の調 査結果、 及 び前節 で概 説 したVANに 関 す る基 礎 知 識 を踏 ま

え 、 ネ ッ トワー ク化 とい うもの を利用 の段 階 に区切 って分析 す る こ とにす る。

利 用 者側 か ら見 る と、物理 的 チ ャ ネルの長短 は もちろん、 そ のチ ャネルの確保 が

常 時 なの か随 時 なの か も、殆 ど重 要 な意 味 を持 た ない。

しか しなが ら利用 者側 か ら見 た デー タベ ースの ネ ッ トワー ク化 に は、 い くつか の

段 階 が考 え られ、 ネ ッ トワー ク実現 へ 向け ての重要 な尺度 を与 える と考 え られる。

そ こで以 下、各段 階毎 に定義 と実現 方法、他 の段 階 との相違点 な どを指摘 してい く

こ とにす る。

3.2.1第1段 階

利 用 者 が 、 個 々 の デ ー タ ベ ー ス の 物 理 的 隔 離 を 意 識 し な い で 済 む よ う な 段 階 。

FENICSな ど のVANヘ デ ー タ ベ ー ス を 接 続 し、 利 用 者 は そ の ノ ー ドに ア ク セ

ス す る こ と に よ り、 比 較 的 簡 単 に 実 現 で き る。

例 え ばAと い う デ ー タベ ー ス が 北 海 道 に ホ ス トが あ り、Bと い う デ ー タベ ー ス の

ホ ス トが 大 分 県 に あ る 場 合 を想 定 す る 。 都 内 の ユ ー ザ ー がA、Bの デ ー タ ベ ー ス を

利 用 す る 際 に 、NTTの 公 衆 電 話 回 線 を用 い る の は 、 最 も不 経 済 な 方 法 で あ る。A

がNTTのDDX-TPに 接 続 さ れ て い れ ば 、Aと の 物 理 的 隔 離 に 伴 う コ ス ト面 の

問 題 は 解 決 す る 。 そ し てBがFENICSに 接 続 さ れ て い れ ば 、 同 様 の 効 果 が 得 ら

れ る。 しか し こ れ で は2つ のVANに 加 入 しな け れ ば な ら ず 、VANのID管 理 コ

ス トが 加 入 デ ー タ ベ ー ス 数 に比 例 し て 増 大 す る 。 こ こ で 指 摘 し て い る ネ ッ ト ワ ー ク

化 の 第1段 階 と は 、AとBが 同 じVANに 接 続 さ れ 、 利 用 者 のVANのID管 理 が

一 元 化 さ れ て い る 段 階 な の で あ る
。

こ の 段 階 を実 現 す る た め に は 提 供 者 側 に 、 各 デ ー タベ ー ス ホ ス ト毎 に 、VANと

の チ ャ ネ ル を確 保 す る サ ー バ が 必 要 で あ る 。 ホ ス トの 選 択 は ユ ー ザ ー がVANに 接

続 し た 際 にVAN内 の ホ ス トア ド レ ス を 指 定 す る こ と に よ り行 わ れ る。 従 っ て 、 こ

の 段 階 の 実 現 に あ た っ て は 、 デ ー タ ベ ー ス ホ ス トへ の チ ャ ネ ル 切 替 え を 制 御 す る

サ ー バ は 、 必 ず し も必 要 で は な い 。
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3.2.2第2段 階

第1段 階 が 実 現 さ れ た ネ ッ ト ワ ー ク に お い て 、VANの ノ ー ドに ア ク セ ス した 以

降 の ロ グ イ ン手 順 を統 一 化 した 段 階 が 考 え ら れ る 。 つ ま り、VAN内 の ホ ス トア ド

レ ス は 加 入 デ ー タ ベ ー ス に 共 通 で あ り、 ロ グ イ ン後 に メ ニ ュ ー 選 択 ま た は コ マ ン ド

で デ ー タ ベ ー ス を選 択 す る。 そ の た め こ の 方 式 で は デ ー タ ベ ー ス ホ ス トへ の チ ャ ネ

ル 切 替 え を 制 御 す る ゲ ー トウ ェ イ サ ー バ を提 供 者 側 が 用 意 し な け れ ば な ら な い 。 ロ

グ イ ン後 は 必 要 に 応 じ て 、 デ ー タ ベ ー ス 選 択 の メ ニ ュ ー を表 示 す る 。 デ ー タ ベ ー ス

の 選 択 手 続 きが 終 了 し た 後 は 、 各 デ ー タ ベ ー ス 独 自 の 手 順 に 従 っ て 検 索 を 行 う。

前 項 の 第1段 階 の 例 で は 、 ホ ス トA、Bは 同 じVANに 接 続 さ れ て い る だ け で 、

デ ー タ ベ ー ス ホ ス トへ の チ ャ ネ ル 切 替 え は 利 用 者 が ロ グ イ ン 手 続 き の 中 で 行 わ な け

れ ば な ら な か っ た 。 こ の 第2段 階 に お い て は 、 ゲ ー トウ ェ イ サ ー バ が デ ー タ ベ ー ス

ホ ス トへ の チ ャ ネ ル 切 替 え を 制 御 す る た め 、 利 用 者 は あ た か も1つ の デ ー タ ベ ー ス

に ア ク セ ス して い る か の よ う に 利 用 で き る 。 た だ 、 デ ー タ ベ ー ス が 選 択 さ れ た 後 の

操 作 方 法 が 統 一 さ れ て い な い の が 、 こ の 第2段 階 の 限 界 な の で あ る。

ま た 利 用 者 側 の メ リ ッ ト と し て は 、VANのIDだ け で な く、 デ ー タ ベ ー ス の

IDも 統 一 さ れ 、ID管 理 コ ス トが 軽 減 さ れ る と い う こ とが あ る。 こ れ は 前 述 の よ

う に 、 デ ー タ ベ ー ス の 選 択 は ロ グ イ ン手 続 の 終 了 後 に 行 わ れ る た め で あ り、 第1段

階 と 第2段 階 の 利 用 者 側 か ら見 た 最 も 重 要 な 相 違 点 で あ る。

こ の 第2段 階 の ネ ッ トワ ー ク化 は 商 用 デ ー タベ ー ス で は す で に 実 現 さ れ て い る。

具 体 的 な 例 と し て は 、FENICS統 合 デ ー タ ベ ー ス サ ー ビ ス 「G-

Search」 な ど が 挙 げ ら れ る(3.5.1「G-Search統 合 デ ー タベ ー

ス 」 参 照)。 ま た 、 「コ ミ ネ ッ ト仙 台 」 か ら のrG-Search」 へ の ゲ ー ト

ウ ェ イ な ど も、 こ の 範 疇 に 入 る 。
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3.2.3第3段 階

第2段 階 が 実 現 さ れ た ネ ッ ト ワ ー ク に お い て 、 検 索 操 作 の メ ニ ュ ー ・コ マ ン ド体

系 を 統 一 し、 利 用 者 が ど の デ ー タ ベ ー ス を 検 索 して い る の か を 意 識 しな くて も、 共

通 の 手 順 で ネ ッ トワ ー ク に 接 続 さ れ て い る 全 て の デ ー タベ ー ス を検 索 で き る よ う に

し た 段 階 で あ る 。

こ の 段 階 を 実 現 す る に は 、 ネ ッ トワ ー ク 上 の ゲ ー トウ ェ イ サ ー バ に 、 単 に デ ー タ

ベ ー ス ホ ス トへ の チ ャ ネ ル 切 替 え を 制 御 す る 機 能 だ け で な く、 ユ ー ザ ー と デ ー タ

ベ ー ス の フ ロ ン トエ ン ドプ ロ セ ッ サ と し て 、 各 デ ー タ ベ ー ス の 操 作 手 順 の 違 い を 吸

収 す る 機 能 が 必 要 に な る。 つ ま り、Aと い う デ ー タ ベ ー ス が 従 来 、 キ ー ワ ー ド入 力

に 際 し て 「SELECTキ ー ワ ー ド」 と い う コ マ ン ド を 用 い 、Bと い う デ ー タ

ベ ー ス が 「FINDキ ー ワ ー ド」 と い う コ マ ン ドを用 い て い た 場 合 、 フ ロ ン トエ

ン ド プ ロ セ ッサ と し て の ゲ ー トウ ェ イ サ ー バ の 機 能 で 、 い ず れ か の 形 式 に コ マ ン ド

を統 一 す る か 、 あ る い はrSEARCHキ ー ワ ー ド」 な ど の よ う に 、 独 自 の 統 一ー

コ マ ン ド を定 め 、 こ れ を用 い れ ば ネ ッ トワ ー ク 上 の 全 て の デ ー タ ベ ー ス を検 索 で き

る よ う な 環 境 を 実 現 し た 状 態 が 、 こ の 第3段 階 な の で あ る 。

こ の 段 階 が 実 現 す れ ば 、 後 述 の 「集 中 型 ホ ス ト方 式 」 に 近 い 、 利 用 環 境 の 統 合 化

が 可 能 と な る。 利 用 者 の 視 点 か ら見 れ ば 、 操 作 環 境 が 統 一 さ れ 、 な お か つVANに

よ り ネ ッ トワ ー ク化 さ れ て い れ ば 、 デ ー タベ ー ス の 物 理 的 隔 離 は も は や 問 題 に は な

ら な い の で あ る 。 も ち ろ ん 、 第2段 階 で 実 現 さ れ た デ ー タ ベ ー スIDの 共 通 化 な ど

の メ リ ッ トは 、 そ の ま ま こ の 第3段 階 で も実 現 さ れ て い る 。

な お 、 商 用 デ ー タ ベ ー ス に お け る 実 現 例 と して は 、 後 述 の 「INFOCUE」 が

挙 げ られ る 。 「INFOCUE」 に お い て は 「CCL」 と い う共 通 コ マ ン ド操 作 環

境 を 実 現 した だ け で な く、 コ マ ン ド レ ス の メ ニ ュ ー 検 索 も可 能 で あ る(3.5.2

項rlNFOCUE」 参 照)。

現 状 で は 、 こ の 段 階 の ネ ッ ト ワ ー ク化 を 実 現 した 国 内 の 地 域 間 デ ー タ ベ ー ス ネ ッ

トワ ー ク シ ス テ ム は 、 実 現 し て い な い 。
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3.3ネ ッ トワ ー ク化 の パ タ ー ン

本 節 で は 、 前 節 に お い て 指 摘 し た3つ の ネ ッ トワ ー ク 化 の 段 階 を踏 ま え 、 そ の 実 現

の た め の 方 式 を 指 摘 す る 。

こ こ で 言 う ネ ッ トワ ー ク化 と い う こ と を運 営 者 側 の 視 点 か ら定 義 す る と、 デ ー タ

ベ ー ス の ホ ス トが 物 理 的 に 接 続 さ れ 、 双 方 向 ま た は 一 方 向 に 情 報 の 伝 達 が で き る よ

う に 、 チ ャ ネ ル が 常 時 確 保 さ れ て い る か 、 ま た は 随 時 確 保 で き る 状 態 を言 う。 た だ

し こ の 定 義 は 比 較 的 狭 義 の も の で あ り、 こ の 報 告 書 で は 、 デ ー タ ベ ー ス フ ァ イ ル を

物 理 的 に 集 中 さ せ た 状 態 も、 チ ャ ネ ル の 物 理 的 距 離 を 極 限 ま で 短 縮 し た も の と し

て 、 ネ ッ ト ワ ー ク 化 と 同 列 に 扱 う 。

物 理 的 に 見 た ネ ッ トワ ー ク 化 の パ タ ー ン と して 、 集 中 型 ホ ス ト方 式 、 集 中 型 ゲ ー

ト ウ ェ イ 方 式 、 分 散 型 ゲ ー トウ ェ イ 方 式 の 、3種 類 が 考 え ら れ る。

3.3.1集 中 型 ホ ス ト方 式

利 用 者 環 境 の 統 合 化 の 手 段 と して の ネ ッ ト ワー ク化 を究 極 的 に 追 求 す る と、 デ ー

タ ベ ー ス そ の も の を物 理 的 に 統 合 化 す る こ と が 最 も 理 想 的 で あ る と い う こ と に な

る 。 狭 義 の ネ ッ トワ ー ク化 の 概 念 か ら は 若 干 外 れ る が 、 中 央 の ホ ス トコ ン ピ ュ ー タ

に デ ー タベ ー ス を 一 元 的 ・集 中 的 に 管 理 さ せ る こ と に よ り、 最 も理 想 的 な 利 用 者 環

境 の 統 合 化 が 実 現 で き る 。

ま ず 、 各 デ ー タ ベ ー ス 提 供 機 関 は デ ー タ ベ ー ス フ ァ イ ル を何 ら か の メ デ ィ ア を 用

い て 提 供 す る。 そ の 際 、 デ ー タ フ ォ ー マ ッ ト ・イ ン デ キ シ ン グ の 方 式 な ど に つ い て

一 定 の 基 準 が 満 た さ れ る 必 要 が あ る
。 そ し て こ れ ら の デ ー タ ベ ー ス は 物 理 的 に 一 定

の エ リ ア 内 の 記 憶 装 置 に 格 納 さ れ る 。 そ の デ ー タ は 原 則 と して1つ のDBMSに よ

り 一 元 的 に 管 理 さ れ る 。

こ の 方 式 で は 、 デ ー タ ベ ー ス 作 成 機 関 はDBMSの 運 用 ・管 理 か ら解 放 さ れ 、 純

粋 なIP(イ ン フ ォ メ ー シ ョ ン プ ロ バ イ ダ ー,情 報 提 供 者)と な る。 検 索 コ マ ン

ド ・メ ニ ュ ー は も ち ろ ん の こ と 、 デ ー タ の 出 力 フ ォ ー マ ッ ト もDBMSを 運 用 す る

機 関 が 中 心 と な っ て 定 め る こ と に な る 。

商 用 デ ー タ ベ ー ス に お け る 実 現 例 と して は 、 「G-Search」 の 新 聞 記 事 フ

ル テ キ ス トデ ー タ ベ ー ス(「 共 伺 連 動 」 を 除 く)が あ る 。 こ の 場 合 は 、 日本 経 済 新

聞 社 ・ 日刊 工 業 新 聞 社 ・朝 日新 聞 社 ・読 売 新 聞 社 ・毎 日新 聞 社 の 各 社 は純 粋 なIP
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と して デ ー タ ベ ー ス の 製 作 に 専 念 し、DBMSの 管 理 や 検 索 方 式 な ど の ユ ー ザ ー イ

ン タ ー フ ェ イ ス に 関 知 す る 必 要 が な く、 こ れ らデ ー タ ベ ー ス の 提 供 を受 け て い る 平

和 情 報 セ ン タ ー がDBMSの 管 理 ・運 用 を行 っ て い る 。 イ ン デ キ シ ン グ に つ い て

は 、IP・DBMS運 営 者 の 双 方 が 分 担 す る こ と も 可 能 で あ る し、 一 方 の み が 行 う

こ と も で き る 。

こ の 集 中 型 ホ ス ト方 式 で は 、3.2節 の ネ ッ トワ ー ク化 の 、 第1か ら第3の 全 て

の 段 階 が 実 現 可 能 で あ る 。

情報提供者A 情報提供者B

、
、
、
、
、
、

磁気テ ープ等

[=]

情報提供者C 情報提供者D

磁気テープ等 磁気テ ープ等 磁気テープ等

＼

図3-4集 中型 ホ ス ト方式
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3.3.2集 中 型 ゲ ー トウ ェ イ 方 式

集 中 型 ホ ス ト方 式 と は 異 な り、 デ ー タ ベ ー ス の 物 理 的 な 統 合 化 は 行 わ な い 。 各

デ ー タ ベ ー ス を 共 通 の マ ン マ シ ン イ ン タ ー フ ェ イ ス か ら利 用 で き る よ う に す る た

め 、 各 デ ー タ ベ ー ス の コ マ ン ドな ど検 索 方 式 の 違 い や 、 デ ー タ の 出 力 形 式 の 違 い

を 、 単 一 の ゲ ー トウ ェ イ サ ー バ で 吸 収 す る 。 そ の た め 、 こ の ゲ ー トウ ェ イ サ ー バ に

は 、 ユ ー ザ と デ ー タ の 間 に 介 在 す る フ ロ ン トエ ン ドプ ロ セ ッ サ と して の 機 能 が 必 要

で あ る 。

こ の 方 式 で は 、 各 デ ー タ ベ ー ス 作 成 機 関 は 、 独 自 のDBMSを 運 用 し、 か つ ま た

そ れ を ネ ッ ト ワ ー ク 化 さ れ た チ ャ ネ ル 以 外 の チ ャ ネ ル で 提 供 す る こ と も 可 能 で あ

る 。 従 っ て こ の 方 式 は 、 ユ ー ザ ー イ ン ター フ ェ イ ス の 統 一 と い う、 ユ ー ザ ー 側 か ら

見 た ネ ッ トワ ー ク化 の 追 求 と、 各 デ ー タベ ー ス 提 供 機 関 の 独 自 の ス タ イ ル の デ ー タ

ベ ー ス 構 築 を 両 立 させ る も の で あ る 。 ま た 、3 .1節 の 第1か ら 第3段 階 の 全 て の

ネ ッ トワ ー ク 化 の 実 現 が 可 能 で あ る。

商 用 デ ー タ ベ ー ス に 見 ら れ る 例 と して は 、Telebase社 が エ ヌ ・ア イ ・エ

フ社 を通 して 提 供 し て い るINFOCUEが あ る。 こ の シ ス テ ム は 、 米 国 フ ィ ラ デ

ル フ ィ ア に あ る 集 中 型 ゲ ー トウ ェ イ サ ー バ に 、 各 デ ー タ ベ ー ス の 検 索 方 式 ・出 力 形

式 の 違 い を 吸 収 す る フ ロ ン トエ ン ドプ ロ セ ッ サ 機 能 を持 た せ て い る。 一 方 各 デ ー タ

ベ ー ス は 物 理 的 に 隔 離 し て い る だ け で な く 、 独 自 のDBMSを 運 営 し 、

INFOCUEを 経 由 し な い 情 報 提 供 も行 っ て い る 。INFOCUEを 利 用 す る

か 、 直 接 デ ー タ ベ ー ス 提 供 会 社 と契 約 す る か は 、 利 用 者 の 選 択 に任 さ れ て い る。 利

用 者 は 、INFOCUEを 利 用 す る こ と に よ り、 各 デ ー タ ベ ー ス の コ マ ン ドな ど の

相 違 を 無 視 し て 、 統 合 化 さ れ た 検 索 環 境 を 利 用 で き る 。

な お 、 こ の 集 中 型 ゲ ー ト ウ ェ イ 方 式 は 、 前 述 の 集 中 型 ホ ス ト方 式 に よ っ て 統 合 化

さ れ た 複 数 の デ ー タ ベ ー ス 群 を さ ら に ネ ッ ト ワ ー ク 化 ・統 合 化 す る の に 適 し て い

る 。 例 に挙 げ たINFOCUEが 、 集 中 型 ホ ス ト方 式 を と るDIALOGやBRS

に ゲ ー トウ ェ イ して い る こ と は 、 そ の 典 型 例 で あ る 。
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3.3.3分 散 型 ゲ ー トウ ェ イ 方 式

ネ ッ トワ ー ク 化 の 第1及 び 第2段 階 の 実 現 で 事 足 り る 場 合 は 、 ゲ ー トウ ェ イ サ ー

バ そ の も の を 分 散 さ せ る こ と も可 能 で あ る 。 こ の 場 合 の ゲ ー トウ ェ イ サ ー バ は 各 地

に 分 散 す る ホ ス トをVANで 接 続 す る 際 の 、 チ ャ ネ ル を確 保 す る 機 能 さ え あ れ ば 充

分 で あ る。 さ ら に ゲ ー トウ ェ イ 先 の デ ー タ ベ ー ス を メ ニ ュ ー 方 式 で 選 択 で き る な ど

の 、 簡 単 な ユ ー ザ ー イ ン タ ー フ ェ イ ス が あ れ ば 、 さ ら に 利 用 者 に ゲ ー トウ ェ イ を意

識 さ せ な い ネ ッ ト ワー ク化 が 可 能 で あ る。

現 段 階 に お け る 地 域 間 のBBSの ゲ ー トウ ェ イ に は 、 こ の 方 式 が 比 較 的 多 い 。 双

方 向 ゲ ー ト ウ ェ イ して い るBBSの ケ ー ス で は 、 電 子 メ ー ル の 相 互 配 信 の 他 に 、 片

方 のBBSのIDで 両 方 のBBSの 電 子 会 議 の 利 用 が 可 能 で あ る 。 い わ ゆ る 草 の 根

BBSに は 運 営 に 際 して 大 規 模 な 投 資 が で き に くい 場 合 が 多 く、 ゲ ー トウ ェ イ サ ー

バ を ゲ ー トウ ェ イ チ ャ ネ ル の 確 保 の 手 段 に 絞 っ て 活 用 す る こ の 方 式 は 、 安 上 が りな

ネ ッ ト ワ ー ク 化 実 現 の 手 段 と し て 、 最 も実 績 が あ る 。

安 価 で 実 績 の あ る こ の 方 式 を 、BBSだ け で は な くデ ー タベ ー ス の ネ ッ トワ ー ク

化 に も応 用 す る こ と が 可 能 で あ る。 例 え ば 東 京 の 産 業 情 報 デ ー タ ベ ー ス の ユ ー ザ ー

が 大 分 県 の 密 度 の 濃 い 情 報 を必 要 と す る 場 合 、 大 分 県 の 物 産 デ ー タ ベ ー ス へ の ゲ ー

トウ ェ イ チ ャ ネ ル が 確 保 さ れ て い れ ば 、 後 述 の ネ ッ トワ ー ク化 の メ リ ッ トを 享 受 で

き る 。 た と え 検 索 方 式 な ど の イ ン タ ー フ ェ イ ス が 統 一 さ れ て い な くて も、 地 方 に 分

散 して い る デ ー タ ベ ー ス が が 全 国 規 模 のVANと 接 続 さ れ 、 あ る デ ー タベ ー ス か ら

別 の デ ー タ ベ ー ス へ の ゲ ー トウ ェ イ の チ ャ ネ ル を 確 保 し て い る だ け で も、 各 地 域 の

デ ー タ ベ ー ス が 個 別 に 乱 立 して い る 現 状 よ り は 、 大 き な 前 進 で あ る 。

こ こ で 注 意 し な け れ ば な ら な い の は 、 同 一 のVANに 接 続 さ れ て い る 状 態 、 つ ま

り第1段 階 の 実 現 だ け で は 、 ネ ッ ト ワ ー ク 化 を 実 現 し た と は 言 え な い こ と で あ る。

な ぜ な ら 、 後 述 の ネ ッ ト ワ ー ク 化 の メ リ ッ ト を 享 受 す る た め に は 、1つ の

ID(VANのIDで は な く デ ー タ ベ ー ス のID)で 複 数 の 、 遠 隔 地 の デ ー タ ベ ー

ス が 利 用 で き な け れ ば な ら な い か ら で あ る 。 そ の た め に は 、VANに よ る 単 純 な 相

互 接 続 に 加 え て 、 ゲ ー トウ ェ イ サ ー バ に よ る ゲ ー ト ウ ェ イ チ ャ ネ ル の 確 保 が 是 非 と

も必 要 で あ る 。
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3.4ネ ッ トワ ー ク化 方 式 の 利 得 損 失 の 解 析

本 節 で は 、 ネ ッ トワ ー ク化 に よ る メ リ ッ ト と、 方 式 ご と の ネ ッ トワ ー ク 化 阻 害 要

因 を 述 べ る 。

3.4.1ネ ッ ト ワ ー ク化 の メ リ ッ ト

地 域 デ ー タ ベ ー ス の ネ ッ トワ ー ク に よ る 統 合 化 に は 、 そ の 実 現 方 式 に よ ら ず 、 以

下 の よ う な3つ の メ リ ッ トが 存 在 す る と 考 え ら れ る。

(1)遠 距 離 通 信 コ ス トの 軽 減

ネ ッ ト ワ ー ク 化 の 第1段 階 と してVANと の 接 続 が あ る が 、 こ れ に よ り特 に 遠 距

離 間 の 通 信 コ ス ト を 大 幅 に 軽 減 す る こ と が で き る 。FENICS,Tri-

P,DDX-TPな ど全 国 規 模 で ノ ー ド を展 開 し て い るVANで は 特 に 、 地 域 間 の

デ ー タベ ー ス の 相 互 接 続 に 有 利 で あ る 。 つ ま り こ こ で い う コ ス トの 軽 減 と は 、 利 用

者 が 自 分 の 契 約 し て い る デ ー タ ベ ー ス に ア ク セ ス す る 際 に 生 じる 場 合 の 他 に 、 そ の

デ ー タベ ー ス が 他 の デ ー タ ベ ー ス に ゲ ー トウ ェ イ す る 際 に も、 デ ー タ ベ ー ス 間 の

ゲ ー トウ ェ イ コ ス トの 軽 減 と い う形 で 、 間 接 的 に も利 用 者 の 負 担 を軽 減 す る 効 果 を

持 つ の で あ る。

後 述 す る よ う に 、 デ ー タ ベ ー ス 間 の ゲ ー トウ ェ イ に お い て は 、 ゲ ー トウ ェ イ部 分

の 通 信 コ ス ト を 誰 が 負 担 す る の か と い う こ と が 、 重 要 な 問 題 に な る 。 こ の 場 合 、

NTTの 公 衆 回 線 を 利 用 し た だ け の デ ー タ ベ ー ス の 相 互 接 続 に 比 べ て 、VANで

ネ ッ ト ワー ク化 さ れ た ゲ ー ト ウ ェ イ は 、 通 信 コ ス トが 相 対 的 に 低 い た め 、 ゲ ー ト

ウ ェ イ 部 分 の 通 信 コ ス トの 負 担 問 題 を 、 比 較 的 解 決 し易 い も の に す る。 つ ま り、 利

用 者 が 負 担 す る 場 合 で も、 ゲ ー トウ ェ イ サ ー バ の 運 営 者 や デ ー タ ベ ー ス の 運 営 者 が

負 担 す る場 合 で も、 あ る い は 分 担 す る 場 合 で も、 通 信 コ ス トの 低 減 の 、VANコ ス

ト分 担 問 題 の 解 決 へ の 貢 献 は 大 き い も の で あ る と 思 わ れ る 。

(2)契 約 者 側 のID管 理 コ ス トの 軽 減

デ ー タ ベ ー ス の 利 用 に 関 す る コ ス トは ホ ス ト運 営 者 と コ モ ン キ ャ リ ア に 支 払 う も

の が 第1に 挙 げ ら れ る が 、 目 に 見 え な い コ ス ト と して 、 デ ー タ ベ ー ス のID・ パ ス

ワ ー ドな ど の 管 理 コ ス トが あ る。 ネ ッ トワ ー ク化 さ れ て い な い 環 境 で は 、 こ れ ら の

ユ ー ザ ー 側 の 管 理 コ ス トは 、 使 用 す る デ ー タ ベ ー ス の 数 に 比 例 し て 増 大 す る 。 一
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方 、 ゲ ー ト ウ ェ イ に よ り ネ ッ トワ ー ク 化 さ れ た環 境 で は 、 ユ ー ザ ー は ネ ッ トワ ー ク

の 中 の 特 定 の デ ー タ ベ ー ス と 契 約 し、 そ のID・ パ ス ワ ー ドを 管 理 さ え して い れ

ば 、 他 の ネ ッ トワ ー ク 化 さ れ た デ ー タ ベ ー ス を 利 用 で き る 。

大 手 の 商 用 オ ン ラ イ ン デ ー タ ベ ー ス に お い て は 、 す で に こ の メ リ ッ トを活 か し た

サ ー ビ ス が 実 現 しつ つ あ る。 そ の 典 型 例 が 、3.5.1項 のFENICS統 合 デ ー

タベ ー ス 「G-Search」 で あ る 。

(3)利 用 契 約 の 簡 素 化 に よ る 事 務 コ ス ト軽 減

ID・ パ ス ワ ー ド管 理 コ ス トの 低 減 は 、 デ ー タベ ー ス の 利 用 が 開 始 さ れ て か ら 享

受 で き る ネ ッ トワ ー ク化 の メ リ ッ トで あ る 。 一 方 、 デ ー タ ベ ー ス 加 入 手 続 き に お い

て も、 簡 素 化 に よ る メ リ ッ トが 発 生 す る 。 つ ま り、 ネ ッ トワ ー ク化 さ れ 統 合 化 さ れ

た デ ー タ ベ ー ス の 環 境 で は 、 ネ ッ トワ ー ク 内 の1つ の デ ー タ ベ ー ス と契 約 す れ ば 、

ゲ ー トウ ェ イ し て い る 他 の デ ー タベ ー ス が 、 あ た か も利 用 契 約 を締 結 し て い る か の

よ う に 利 用 で き る よ う に な る の で あ る 。

ま た 利 用 契 約 の 簡 素 化 に よ る メ リ ッ トは 、 利 用 者 だ け で な く、 デ ー タ ベ ー ス 提 供

機 関 の ユ ー ザ ー 管 理 に お い て も発 揮 さ れ る 。 例 え ば 、5つ の デ ー タ ベ ー ス が そ れ ぞ

れ1000人 の ユ ー ザ ー を抱 え て い た と仮 定 す る。 ネ ッ トワ ー ク化 さ れ て い な い 環

境 で は 、 全 部 で5000人 分 の ユ ー ザ ー 管 理 が 必 要 で あ る 。 し か しそ れ ら の デ ー タ

ベ ー ス が ネ ッ ト ワ ー ク 化 さ れ 相 互 に 対 等 な ゲ ー トウ ェ イ の 環 境 に あ る と、 全 デ ー タ

ベ ー ス 併 せ て 最 少 で1000人 分 の ユ ー ザ ー 管 理 で 済 む
。

特 に 、 人 的 資 源 に 恵 ま れ な い 中 小 の デ ー タ ベ ー ス 提 供 機 関 に お い て は 、 こ の 節 約

効 果 は 重 要 で あ る。

3.4.2ネ ッ トワ ー ク化 の 阻 害 要 因

各 ネ ッ ト ワ ー ク 方 式 ご と に 、 以 下 の よ う な ネ ッ トワ ー ク化 の 阻 害 要 因 が 考 え ら れ

る 。 ま た 公 共 デ ー タ ベ ー ス に お け る 問 題 を も 明 ら か に す る。

(1)集 中 型 ホ ス ト方 式 の 場 合

こ の 方 式 は 、 デ ー タ ベ ー ス フ ァ イ ル の 作 成 者(IP)が 何 ら か の メ デ ィ ア を 用 い

て フ ァ イ ル を セ ン タ ー の ホ ス トに 格 納 す る も の で あ る 。 従 っ て 、DBMSの 運 用 者

とIPが 組 織 的 ・物 理 的 に 隔 離 さ れ る 可 能 性 が 大 き い 。 ま た 検 索 コ マ ン ド ・メ
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ニ ュ ー な ど の イ ン タ ー フ ェ イ ス も格 納 さ れ て い る 各 フ ァ イ ル 間 で あ る 程 度 共 通 の も

の に し な け れ ば 統 合 化 さ れ た デ ー タ ベ ー ス 環 境 と は 言 え な い 。

そ こ で 、IPが イ ン タ ー フ ェ イ ス や 出 力 フ ォ ー マ ッ トに つ い て 独 自性 に 固 執 した

り、DBMSの 運 営 に つ い て 自 ら イ ニ シ ア チ ブ を 発 揮 した い 場 合 な ど は 、 フ ァ イ ル

の 提 供 そ の も の が 困 難 で あ る。

デ ー タベ ー ス ご と に 課 金 の 方 法 が 異 な っ た り、 有 料 ・無 料 の デ ー タ ベ ー ス が 混 在

し た 状 態 で は 、 ユ ー ザ ー 側 に 混 乱 を き た す 恐 れ が あ る が 、 課 金 の 統 一 も各IP間 で

の 調 整 に 手 間 取 る こ と が 予 想 さ れ る 。

ま た 、IPとDBMSの 隔 離 は 、 デ ー タ の メ ン テ ナ ン ス を 困 難 な も の に す る。

(2)集 中 型 ゲ ー トウ ェ イ 方 式 の 場 合

集 中 型 ホ ス ト方 式 と 同 様 に 、 イ ン タ ー フ ェ イ ス ・出 力 フ ォー マ ッ ト、 課 金 方 法 な

ど に お け る 、 各IP間 の 調 整 が 必 要 で あ る 。

ま た 、 デ ー タ ベ ー ス 間 の ゲ ー トウ ェ イ 区 間 のVAN料 金 を 誰 が 負 担 す る か と い う

こ とが 、 最 も解 決 の 難 しい 問 題 で あ る。 利 用 者 か ら ノ ー ドへ の 公 衆 回 線 料 金 は 利 用

者 負 担 が 当 然 で あ る。 ま た ノ ー ドか ら デ ー タ ベ ー ス へ のVAN料 金 は デ ー タ ベ ー ス

側 で 負 担 す る 場 合 と 、 利 用 者 が 負 担 す る 場 合 の 両 方 が 考 え ら れ る が 、 こ れ は そ の

デ ー タ ベ ー ス 提 供 機 関 の 運 営 方 針 に よ り決 定 で き る。 問 題 は 、 ゲ ー トウ ェ イ に よ り

相 互 接 続 さ れ 、 ネ ッ ト ワ ー ク 化 さ れ て い る 場 合 の 、 デ ー タ ベ ー ス 間 のVAN料 金 で

あ る 。 そ れ ぞ れ の デ ー タ ベ ー ス 提 供 機 関 に よ っ てVAN料 金 の 課 金 方 法 に 食 い 違 い

が あ る 場 合 、 ゲ ー ト ウ ェ イ の 実 現 が 制 度 的 に 困 難 に な る 。 も し利 用 者 に 転 嫁 す る 場

合 は 、 無 料 デ ー タ ベ ー ス の 提 供 に 支 障 を き た す 可 能 性 が あ る。

(3)分 散 型 ゲ ー ト ウ ェ イ 方 式 の 場 合

ゲ ー トウ ェ イ 区 間 のVAN料 金 の 負 担 の 問 題 は 、 集 中 型 ゲ ー トウ ェ イ 方 式 と 同 様

に 重 要 で あ る。 た だ し、 イ ン タ ー フ ェ イ ス ・出 力 フ ォ ー マ ッ ト、 課 金 方 法 な ど、 上

述 の2方 式 で 問 題 と な っ た 点 は 、 こ の 方 式 で は ほ と ん ど 問 題 に は な ら な い 。

(4)公 共 デ ー タベ ー ス に お け る 問 題 点'一

技 術 的 な 問 題 と は異 な り、 この 場 合 は制度 的 な問題 があ る。 自治体 な どが構 築 し
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て い る 公 共 デ ー タ ベ ー ス は そ れ ぞ れ の 自 治 体 の 住 民 の 税 金 で 構築 ・運 用 費 用 が 賄 わ

れ て い る 。 そ の デ ー タ ベ ー ス を ネ ッ トワ ー ク に よ り統 合 化 さ れ た 環 境 に 接 続 し、 地

域 外 に デ ー タ を 提 供 す る こ と は 、 行 政 サ ー ビ ス の 受 益 者 負 担 の 原 則 と矛 盾 す る。 そ

の た め 、 自 治 体 の デ ー タ ベ ー ス を ネ ッ トワ ー ク環 境 に 取 り込 む た め に は 、 上 述 の い

ず れ の 方 式 で あ れ 、 制 度 面 の 問 題 を 克 服 し な け れ ば な ら な い 。

3.5商 用 デ ー タ ベ ー ス に お け る 統 合 化 の 事 例

現 在 有 効 に 運 用 が 図 ら れ て い る 商 用 デ ー タ ベ ー ス の 事 例 を、 地 域 情 報 デ ー タベ ー

ス の ネ ッ トワ ー ク 化 の 比 較 対 象 と して 考 察 す る。

3.5.1G-Search統 合 デ ー タ ベ ー ス

富 士 通 、 富 士 通 エ フ ・ア イ ・ピ ー 、 平 和 情 報 セ ン タ ー の3社 が 共 同 構 築 した ゲ ー

ト ウ ェ イ ・シ ス テ ム で あ る 。

こ の デ ー タ ベ ー ス ・ゲ ー ト ウ ェ イ シ ス テ ム は 、3 .2.2項 で 述 べ た 第2段 階 の

ネ ッ ト ワ ー ク 化 を 実 現 し た シ ス テ ム の 典 型 例 で あ る。

さ ら に3.3節 に お い て 述 べ た 、 集 中 型 ホ ス ト方 式 の 上 位 に 集 中 型 ゲ ー トウ ェ イ

方 式 を採 用 し た 事 例 で も あ る 。

3.5.21NFOCUE

米 国 のTELEBASE社 が 構1築 し た ゲ ー トウ ェ イ ・シ ス テ ム で あ り 、 元 来

「Easy-Net」 と呼 ば れ て い る シ ス テ ム が 、 日本 で はINFOCUEと い う

呼 称 で 提 供 さ れ て い る 。

こ の デ ー タ ベ ー ス ・ゲ ー ト ウ ェ イ シ ス テ ム は 、3 .2.2項 で 述 べ た 第3段 階 の

ネ ッ ト ワ ー ク 化 を 実 現 し、 な お か つ3.3節 で 述 べ た 集 中 型 ゲ ー トウ ェ イ 方 式 を採

用 し て 、 さ ら に 商 業 的 に 成 功 して い る 希 少 な 例 で あ る 。
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図3-7G-Search概 念 図(シ ス テ ム の 一 部 を 抽 出)
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3.6ネ ッ トワ ー ク 化 と地 域 情 報 デ ー タ ベ ー ス の 動 向

本 節 で は 、 ネ ッ トワ ー ク化 と い う もの が ネ ッ トワ ー ク の 段 階 的 発 展 で あ る と の 考

え に 立 ち 、 既 に 発 展 過 程 が 成 熟 し た 域 に 達 した3.5節 の 大 手 商 用 デ ー タ ベ ー ス の

例 を 参 考 に しつ つ 、 地 域 情 報 デ ー タ ベ ー ス に 当 て は め て 考 察 す る。

3.6.1ネ ッ ト ワ ー ク化 の 段 階 と方 式

3.2節 で 述 べ た ネ ッ トワ ー ク化 の3段 階 は 、 第3段 階 に 近 づ くほ ど ユ ー ザ ー オ

リエ ン テ ッ ドで 統 合 化 さ れ た ネ ッ トワ ー ク で あ る と言 え る。 歴 史 的 に は 、 第1段 階

が ネ ッ ト ワ ー ク化 の 始 ま りで あ り、 次 第 に 第3段 階 に 近 づ く も の で あ る 。 こ れ は 、

ネ ッ ト ワ ー ク 化 の 発 展 段 階 論 と で も い う べ き もの で あ ろ う。

一 方
、 デ ー タ ベ ー ス ・マ ネ ジ メ ン トの 視 点 か ら見 る と、3.3節 の 集 中 型 ホ ス ト

方 式 、 集 中 型 ゲ ー ト ウ ェ イ 方 式 、 分 散 型 ゲ ー トウ ェ イ 方 式 の3者 が あ る が 、 こ れ は

上 述 の 論 理 的 な 視 点 と は 異 な り、 あ る 方 式 か ら あ る 方 式 へ 段 階 的 に発 展 す る 、 と い

う性 質 の も の で は な い 。3.3節 お よ び3.4.2項 で 指 摘 して い る よ う に 、 そ れ

ぞ れ の 方 式 に 長 所 短 所 が あ り、 ネ ッ トワ ー ク を構 築 す る 者 の 選 択 に 任 さ れ て い る 。

3.6.2理 想 的 環 境

地 域 情 報 デ ー タ ベ ー ス の 現 状 を 調 査 し、 そ の あ る べ き 究 極 的 な ネ ッ トワ ー ク環 境

を考 察 し た 結 果 、 ネ ッ トワ ー ク化 の 階 層 と し て は 第3段 階 が 実 現 さ れ た ネ ッ トワ ー

ク 環 境 で 、 集 中 型 ゲ ー トウ ェ イ 方 式 に よ りユ ー ザ ー オ リエ ン テ ッ ドな 利 用 環 境 を実

現 す る こ と が 好 ま し い と 判 断 さ れ る(図3-7参 照)。 こ れ が 実 現 す る こ と に よ

り、 利 用 者 は 統 合 化 さ れ た 利 用 環 境 で 、 しか も ネ ッ トワ ー ク化 の メ リ ッ トを 最 大 限

享 受 で き る か ら で あ る 。
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図3-7ネ ッ トワ ー ク化 の 段 階 と方 式

3.6.3現 実 に 妥 当 な対 応 と して の 分 散 型 ゲー トウェ イ方式

前 項 の指摘 に もか かわ らず、3.4.2項 で指 摘 した 阻 害 要 因 、 と りわ け コス ト

面 及 び制度 的 な要 因 に よ り、現状 で は第3段 階 の ネ ッ トワー ク化 は技 術 的 に可能 で

あ る ものの、集 中型 ゲー トウェイ方式 は短期 的 には実現 が困難 であ る と、 ア ンケー

ト及 び ヒヤ リング調査 の結 果、判 断 され る。

「分 散型 ゲー トウェ イ方式 」は他 の2方 式 に比 べ 、 比 較 的低 い レベ ル の技術 水準

で実現 が可能 であ る。従 って、 最 も低 コス トで実現 で きるのであ る。 この こ とは、

デ ー タベー スの提 供 自体 が コス トのかか る事 業 である こ とを考 える と、 重要 な要素

で あ る。

この方 式 は各 デー タベ ースの個 性 を保 持 で きる。 ここでい う個性 とは単 にデー タ

の 内容 や出力形式 ・検 索方法 だ けで な く、運 営面 にお ける個性 を も指 してい る。 つ

ま り、 デー タを有償 で提供 す るか無償 にす るかな どてある。 また、DBMSの 運 営

に 関 して も、 デ ー タベ ー ス 提 供 者 が イニ シアチ ブ を発揮 しやす い。

ネ ッ トワー ク化 の段 階的発展 はユーザ ーの便宜 の観点 か らは集 中型 ゲー トウェイ

方式 の方 が望 ま しい。 しか し、 それ は長期 的課 題で あ り、 さらに公 的機 関 に よる大

規模 な財 政 的 ・制度 的支援 が不可 欠 とな ら ざる を得 ない状 況 であ る と考 え られ る。

現状 で は、分 散型 ゲー トウェイ方式 に よ り第2段 階 の ネ ッ トワー ク化 を早 期 に実現

す る こ とが望 ま しく、 この過 程 を通 して、3.4.2項 で 指 摘 した技 術 的 ・制 度 的

問 題 が徐 々 に克服 され、分 散型'と集 中型 の 混 合 ゲ ー トウ ェ イ方 式 に よる第3段 階 の

ネ ッ トワー ク化 の 実 現 へ と発展 的に移行 して行 くこ とに なるであろ う。
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4.結 論

今 回 の 調 査 お よ び 研 究 で は 、 全 国 各 地 に 散 在 す る 地 域 デ ー タ ベ ー ス の 実 態 を

明 ら か に す る と と も に 、 こ の 報 告 書 の テ ー マ で あ る と こ ろ の 「ネ ッ トワ ー ク化

さ れ た 地 域 情 報 デ ー タ ベ ー ス の 有 効 な マ ネ ジ メ ン ト」 に つ い て の 参 考 に な る で

あ ろ う 考 察 ・分 析 を ま と め た 。

本 報 告 書 に お い て 、 実 現 可 能 な ネ ッ ト ワ ー ク化 の 形 態 と し て 、 「集 中 型 ホ ス

ト方 式 」 「集 中 型 ゲ ー トウ ェ イ 方 式 」 「分 散 型 ゲ ー トウ ェ イ 方 式 」 の3方 式 を

想 定 した 。 調 査 ・検 討 の 過 程 を 通 し て 得 た 結 論 と し て 、 「分 散 型 ゲ ー トウ ェ イ

方 式 」 に よ る ネ ッ トワ ー ク化 が 、 現 段 階 で は 最 も 実 現 の 可 能 性 が 高 い も の と す

る 。

し か し な が ら 、 純 粋 に ユ ー ザ ー の 立 場 に 立 て ば 、 「集 中 型 ホ ス ト方 式 」 や

「集 中 型 ゲ ー トウ ェ イ 方 式 」 に よ っ て 検 索 方 法 な ど が 統 一 さ れ る こ と が 望 ま し

い こ と は 、 言 う ま で も な い 。 「集 中 型 ホ ス ト方 式 」 や 「集 中 型 ゲ ー トウ ェ イ 方

式 」 に よ る デ ー タ ベ ー ス 利 用 方 式 の 統 合 化 を 一 気 に 実 現 す る こ と は 困 難 で あ る

か も しれ な い が 、 「分 散 型 ゲ ー トウ ェ イ 方 式 」 に よ る ネ ッ ト ワ ー ク 化 の 実 績 を

積 み 重 ね 、 デ ー タ ベ ー ス 提 供 機 関 の ネ ッ トワ ー ク化 へ の 理 解 が 深 ま る こ と に よ

り、 「集 中 型 ゲ ー ト ウ ェ イ 方 式 」 に よ る 利 用 者 環 境 の 完 全 な 統 合 化(第3段 階

の 統 合 化)は 可 能 で あ ろ う。

現 状 で は 、 「分 散 型 ゲ ー トウ ェ イ 方 式 」 が 妥 当 で あ る が 、 さ ら に 理 想 的 な利

用 者 環 境 の 完 全 な 統 合 化 、 す な わ ち 高 度 に 統 合 化 さ れ た 地 域 情 報 デ ー タ ベ ー ス

の ネ ッ トワ ー ク化 実 現 の た め に は 財 政 的 ・制 度 的 な 行 政 の 取 り組 み が 不 可 欠 で

あ る 。

一 方
、 統 合 化 の 具 体 的 方 法 論 を模 索 し、 ネ ッ ト ワ ー ク 化 の イ ニ シ ア チ ブ を と

り、 独 創 性 ・創 造 性 を 発 揮 しや す い 民 間 の 自 主 活 動 も重 要 で あ る 。 デ ー タ ベ ー

ス 業 界 ・関 連 機 関 に 対 し て 自 由 で あ る と い う立 場 を 最 大 限 に 活 用 し、 統 合 化 実

現 の た め に 努 力 が 重 ね ら れ つ つ あ る 。 こ の 民 間 の 自 主 活 動 は 、 ネ ッ トワ ー ク 化

の 発 展 に 寄 与 し得 る で あ ろ う し、 そ れ に よ っ て 、 今 後 の ネ ッ トワ ー ク 化 ・統 合

化 が 段 階 的 に 実 現 さ れ る で あ ろ う。

そ の た め に は 、 デ ー タ ベ ー ス の 内 容 、 ネ ッ ト ワ ー ク の シ ス テ ム ・運 用 方 式

を、 さ ら に 検 討 す る 必 要 が あ る。
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①COARA

② コ ミネ ッ ト仙 台
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1.ア ン ケ ー ト調 査 票

1問11貴 社(貴 団体)の サ ー ビス概 要 につ い て御記 入下 さい。

デ ー タ ベー ス名

(シ ス テ ム名)

プ ア イ ル 数:

(メ ニ ュ ー)

サ ー ビス時 間 口24hr[コ 限定()

提供開始時期 年 月

フ ァ イ ル 名

(メ ニ ュ ー 名)

ファイル概要

デ ー タ製 作機 関: 情報源:

データ製作機関 から貴機関へのデータ提供 は:□ 有償 □無償

分野:

データの種類:□ 抄録 □ 全文 □ 数値 収録件数:

収録期間:

更新頻度:1回 あたりの更新件数:件

料金体系:□ 従量制 円/分 □ 固定制

口 固定+従 量制 口 その他

原 資料 送 付 サ ー ビス があ れ ば、その方 法:□ 郵送 □FAX□ その 他

内容:

ファイル が複数の場合は、恐れ入 りますが別紙にご記入下 さい。なお、パンフレット等に記載 されている場合は、返信封筒に同

封 していただければ結構 です。

利用条件 口 非会員制

口 会員制 入会 金:

会 費:

入会条 件:

現在のID発 行数(会 員数):

組織形態 運営 ス タ ッフ数: 名 運 営: ロ 独立採算制 口 その他

システム形態 ア クセ ス ポ イ ン ト(都 市 名):

合 計( )ケ 所

回線数:

加入VAN:□ DDX-TP 口 その他( )

通信速度:

MNP対 応:□ 有(ク ラ ス ・. )ロ 無

ホ ス トコン ピ ュー タ機 種:

OS:

ホ ス ト側 モデ ム:

DBMS:□ 汎用 (ソ フ ト名: )

口 自社開発 (ソ フ ト名: )
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◇ 貴社(貴 団体)の サ ー ビス につ い て問2～ 問17の 質 問 にお答 え下 さい 。

【問2】 サ ー ビス開 始 の経 緯 を教 えて下 さい。

【問3】 運 営方 針 で特 に留意 されて い る こ とがあ れ ば教 えて下 さい 。
'

【問41サ ー ビスが利 用者 に満足 され て い る と思 い ます か。

口 非常 に満 足 され て い る

口 ほぼ満足 されて い る

口 どち ら と もい え ない

口 満足 されて い ない

口 わか らない

[問5】 サ ー ビス メニ ューの 中 で利用 率 の高 い もの は何 で す か。

ファ イル 名 サ ー ビス内容

1.

2.

3.

4.

5.

[問61利 用 者の 属性 を教 えて下 さい 。

① 年齢(多 い順 に番 号 を入 れ て下 さい。)

～1920～2930～3940～4950～5960～

()()()()()()

② 利用 目的 は

口 業 務 が多 い 口 趣 味 ・個 人の勉 強 が多 い 口 どち らと もい え な い

③ 主 に どの よ うな 人 に利 用 され て い ますか。
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71問{

81問【

【問9】

利用 が多い時 間 帯 は何 時頃 です か。

0～44～88～1212～1616～2020～24

口 口 口 口 口 口

特 定 の会 員 にの み提供 して い るサ ー ビス(ク ロ ーズ ド・ユ ーザ ーズ・サ ー ビス)が あ ります か
。

口 無

口 布 どの よ うな内容 です か。

そ の情 報 に アクセ スす る資 格 は何 で しょ うか。

提供 されたデ ー タの著 作権 に対 し、 どの よう な配 慮 を されて い る か教 えて 下 さい
。

【問10】 貴 提供 デ ー タベ ース の 、現 在 の課 題 や問 題点 が あれ ば教 えて 下 さい
。

[問11】 今後 サ ー ビス メニ ュ ー を増 や す予 定 が あ ります か。

口 無

口 有 ・ どの よ う な もの を計 画 して い ます か
。
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【問12】 他 の地域BB～/デ ー タベ ース とVANで 相 互接 続 す る予 定 が あ り ます か 。

口 無

口 有 どの よ うなBBS!デ ー タベ ー ス との相 互接続 を計 画 してい ます か。

[問13】 全 国の 地域BBS1デ ー タベ ース と接続 す るホ ス トを構 築 す れ ば、VANで 接 続 す る予 定 が あ り

ます か。

口 無

口 有 ホ ス ト構 築 に あた って の要 望 を書 い て くだ さい。

【問14】 全 国 の地域 情 報 を提供 す るデ ー タベ ース シス テム を構 築 す れ ば、情報 を提供 され ます か。

口 す る どの よ うな情 報 の提 供 を計画 して い ます か 。

口 しない

【問151BBSの 会 員や デ ー タベ ースの ユ ーザ ー を、全 国 レベル まで拡 大 す る予 定 はあ ります か。

口 す ぐにで も拡 大 したい。

ロ ニ ーズが あ れば 、 コス トが か か って も拡 大 したい 。

ロ ニ ーズが あ り、 コス トがか か らない な ら拡 大 したい。

口 拡 大 す るつ も りは ない。

【問16]今 後 の展 開 あ るい は展望 につい て教 えて下 さい。

【問171貴 機 関 以外 で地 域 デ ー タベ ース を提 供 され て い る ところ をご存 じで した ら教 えて下 さい。
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2.地 域 情 報 デ ー タ ベ ー ス シ ス テ ム 構 成 例
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3.参 考 文 献(1)主 要VANに 関 す る 文 献 リ ス ト

①DDX-TPに 関 す る 文 献 目録(85年 以 降)

〈 単 行 本 〉

新 版NTT通 信 網 を理 解 し て い た だ く た め に 日本 電 信 電 話 技 術 企 画 本 部 監 修

電 気 通 信 協 会;オ ー ム 社 〔発 売 〕'87.12.25

デ ー タ通 信 シ ス テ ム ・電 子 開 発 学 園 出 版 局 編

電 子 開 発 学 園;イ ー デ ィ シ ー 〔発 売 〕'87.12.15

パ ソ コ ン ネ ッ トワ ー キ ン グ 入 門 コ ン ピ ュ ー タ&ネ ッ ト ワ ー クLAN編 集 部 編

オ ー ム 社,86.11.30

パ ソ コ ン 通 信 マ ル 遊 ガ イ ドー 楽 し さ ぎ っ し り コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン ネ ッ ト 中 村 広 幸

著

技 術 評 論 社,86.11.20

情 報 通 信 ネ ッ ト ワ ー ク マ ニ ュ ア ル1986年 版 情 報 通 信 ネ ッ トワ ー ク マ ニ ュ ア

ル 編 集 委 員 会 編

ラ テ ィ ス;丸 善 〔発 売 〕'86.5.10

〈 雑 誌 記 事 〉

メ デ ィ ア フ ュ ー ジ ョ ン に 関 す る 調 査 報 告 書 の 概 要

通 産 省 機 械 情 報 産 業 局 情 報 処 理 シ ス テ ム 開 発 課

工 業 技 術31(8)'90.8p16～24

DDXネ ッ トワ ー ク オ ペ レ ー シ ョ ン サ ー ビ ス セ ン タ の 構 築 に つ い て

潮 田 邦 夫;鈴 木 康 之;中 嶋 登 喜 雄

施 設40(12)'88.12p11～13
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DDXパ ケ ッ ト交 換 サ ー ビ ス の 概 要 と効 果 的 利 用 術(特 集 ・拡 大 す る 新 世 代 パ ケ ッ

ト通 信)

ビ ジ ネ ス ・コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン25(9)'88 .9p46～51

次 世 代 通 信 網ISDNに つ い て(ト ピ ッ ク ス)

サ イ ギ ン調 査 月 報225'88.8p2～5

DDXサ ー ビ ス に お け る 回 線 故 障 対 策(特 集 ・シ ス テ ム 障 害 一 対 策 と 管 理)

鈴 木 康 之;佐 野 忍

デ ー タ通 信20(5)'88.5p30～33

期 待 の 大 き いISDN

た く ぎ ん 経 済 レ ポ ー ト'88.5p5～6

西 ドイ ツ 郵 電 省 のISDN戦 略 一 〇SIを 目指 して

海 外 電 気 通 信20(12)'88.3p16～25

暮 ら し の 中 に 生 き る デ ー タ通 信 一 昭 和62年 度 通 信 白 書 か ら

伊 藤 成 孝

日本 デ ー タ通 信43'88.1p21～27

DDX-TP(第2種 パ ケ ッ ト交 換 サ ー ビ ス)の 概 要 と利 用 状 況

佐 野 忍

日 本 デ ー タ 通 信43'88.1p28～38

第2種 パ ケ ッ ト網 サ ー ビ ス(DDX-TP)で のJUST-PCア ダ プ タ 利 用 の 実

際 例 －EL-PAD/JUSTの 利 用

滝 沢 伸 一(エ ル ミ ック シ ス テ ム);加 藤 昇 治(エ ル ミ ッ ク シ ス テ ム)

ビ ジ ネ ス ・コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン24(11)'87 .11p125～128
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世 界 の デ ィ ジ タ ル 交 換 機(世 界 の 技 術)

施 設39(9)'87.9p59～62

デ ィ ジ タ ル 網 の 品 質 の 検 討 動 向(世 界 の 技 術)

施 設39(7)'87.7p60～62

DDXパ ケ ッ ト交 換 サ ー ビ ス の 新 サ ー ビ ス に つ い て

難 波 正 樹

日 本 デ ー タ通 信41'87.7p27～33

第2種 パ ケ ッ ト交 換 サ ー ビ スDDX-TPの 問 題 点 と 要 望

稲 田 信 幸

bit19(2)'87.2p35～41

電 気 通 信 網 の デ ィ ジ タ ル 化 の 現 状 と展 望(特 集 ・デ ィ ジ タ ル 通 信 時 代)

橋 本 信

デ ー タ 通 信19(1)'87.1p44～48

パ ケ ッ ト交 換 サ ー ビ ス の 現 状 と展 望(特 集 ・パ ケ ッ ト交 換 ネ ッ トワ ー ク の 導 入 と 有

効 活 用)

福 家 秀 紀

デ ー タ通 信18(11)'86.11p30～37

新 日 本 製 鐵(特 集 ・パ ケ ッ ト交 換 ネ ッ トワ ー ク の 導 入 と 有 効 活 用)

甲 斐 信

デ ー タ通 信18'(11)'86.11p58～62

近 畿 日本 ツ ー リ ス ト(特 集 ・パ ケ ッ ト交 換 ネ ッ トワ ー ク の 導 入 と 有 効 活 用)

山 下 和 男
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デ ー タ 通 信18(11)'86 .11p63～66

第 百 生 命 保 険(特 集 ・パ ケ ッ ト交 換 ネ ッ トワ ー ク の 導 入 と 有 効 活 用)

五 位 渕 昇

デ ー タ 通 信18(11)'86 .11p67～70

待 ち 望 ま れ る 統 合 サ ー ビ ス ・デ ィ ジ タ ル 網(ISDN)(Datamation)

日経 コ ン ピ ュ ー タ128'86 .8.18P83～89

新 し いDDXバ ケ ッ ト交 換 網 一2階 位 網 と新 しい イ ン タ フ ェ ー ス の 追 加

矢 野 厚;我 妻 新 吉

施 設38(8)'86.8p40～47

DDXサ ー ビ ス の 現 状 と今 後 の 展 開(高 度 通 信 サ ー ビ ス 特 集)

林 紘 一 郎 【他 】

施 設38(7)'86 .7P30～36

お 話 し テ レ コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン技 術 〔3〕 デ ィ ジ タ ル 伝 送 の 利 点

氏 家 理 代

JMAジ ャ ー ナ ル5(3)'86 .3p104～105

新 しい加入電信網－DDX回 線交拠 の設備期

小 川 喜 祥;草 原 寛 司

施 設38(1)'86 .1p34～39

DDXパ ケ ッ ト交 換 サ ー ビ ス の 概 要(特 集 ・最 新 パ ケ ッ ト交 換 サ ー ビ ス 情 報)

松 元 正 夫

ビ ジ ネ ス ・コ ミ ュ ニ ケ ー シ ・ ン22(11)・85
.11P40-47

DDXパ ケ ッ ト交 換 サ ー ビ ス の 利 用 経 験(特 集 ・最 新 パ ケ ッ ト交 換 サ ー ビ ス 情 報)
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西 村 徹 雄

ビ ジ ネ ス ・コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン22(11)'85.11p65～68

・参 考,DDXサ ー ビ ス 契 約 申 込 先 窓 口 と 契 約 申 込 手 続 の 概 要(特 集 ・最 新 パ ケ ッ

ト交 換 サ ー ビ ス 情 報)

ビ ジ ネ ス ・コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン22(11)'85.11p79

DDXサ ー ビ ス の 概 要 に つ い て(特 集 ・通 信 回 線 利 用 の 手 引 き ・企 業INS構 築 ガ

イ ド ・)

石 田 守r

デ ー タ通 信17(11)'85.11p42～46

相 互 銀 行 デ ー タ伝 送 シ ス テ ム(SDS)に つ い て

中 井 川 豊

相 互 銀 行35(1)'85.1p19～23

〈 学 術 論 文 〉

特 集 パ ケ ッ ト通 信 徹 底 研 究 パ ケ ッ ト通 信 を 今 ど う活 用 す る かDDXパ ケ ッ ト

交 換 サ ー ビ ス

岩 崎 誠 司(NTT)

ビ ジ ネ ス ・コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ンVOL.26,NO.11PAGE.32-

391989

企 業 規 模 別 ユ ー ザ ー 事 例 即 納 体 制 強 化 め ざ し て オ ン ラ イ ン ネ ッ トを 完 成

桑 原 建 児(ユ シ ロ化 学 工 業)

事 務 と経 営VOL.41,NO.520PAGE.32-351989

特 集:イ ン テ リ ジ ェ ン トシ テ ィII情 報 通 信 ネ ッ トワ ー ク1都 市 内 高

速 通 信 ネ ッ トワ ー ク

小 林 哲 夫(NTT企 業 通 信 シ ス テ ム 事 業 本 部)
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電 気学 会 雑誌VOL.109,NO.2PAGE.93981989

DDX網 監 視 シ ス テ ム(DNSS)の 概 要

高 瀬 哲 哉,伊 藤 勝 朗(NTT)

NTT施 設VOL.40,NO.12 PAGE.31-341988

DDXネ ッ トワ ー ク オ ペ レ ー シ ョ ン サ ー ビ ス セ ン タ の 構 築 に つ い て

潮 田邦夫(NTT);鈴 木 康 之,

本 部)

NTT施 設VOL.40,NO

中 嶋 登 喜 雄(NTTネ ッ トワ ー ク 事 業

.12PAGE.11-141988

DDXパ ケ ッ ト交 換 網 の新 サ ー ビ ス

福 家 秀 紀(NTT)

NTT施 設VOL.40,NO.10 PAGE.38-411988

設 備 技 術 者 の た め の テ レ コ ミ入 門IVデ ー タ 通 信

堀 伸 一(日 本 イ ン テ リ ジ ェ ン トビ ル シ ス テ ム ズ)

建 築 設 備 と配 管 工 事VOL.26,NO.10PAGE.125130

1988

DDXサ ー ビ ス に お け る 回線 故 障 対 策

鈴 木 康 之,佐 野 忍(NTT)

デ ー タ通 信VOL.20,NO.5

NTTの 回線 障害対策

PAGE.30331988

通 信 ネ ッ ト ワ ー ク の 基 礎 知 識

佐 藤 匡 正(NTT情 報 通 信 処 理 研);米 田 実 男(NTTソ フ ト ウ ェ ア 技

研);塚 原 誠(日 本 通 信 協 力)

情 報 の 科 学 と技 術VOL.38,NO.4PAGE.185-191

1988
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第2種 パ ケ ッ ト交 換 サ ー ビ ス の 最 近 の 動 向

長 沢 東 四 郎,林 健 二,難 波 正 樹,石 塚 匡 哉(NTT)

NTT施 設VOL.39,NO.9PAGE.12-161987

DDX網 試 験 シ ス テ ム(DNTS)の 構 成

吉 田 健 一 郎,西 脇 峰 雄,川 島 信,土 井 利 昭(NTT通 信 網 第1研)

NTT電 気 通 信 研 究 所 研 究 実 用 化 報 告VOL.36,NO.6

PAGE.733-7411987

DNTSに お け る 試 験 制 御 方 式

戸 川 隆 志,小 林 雅 之,藍 場 達 男,林 一 博(NTT通 信 網 第1研)

NTT電 気 通 信 研 究 所 研 究 実 用 化 報 告VOL.36,NO.6

PAGE.725-7311987

これ か らのNTTの 通 信 網 オ ペ レー ∴ ン シ ス テ ム 開 発 力・齢NTTの 通 信 網

オ ペ レ ー シ ョ ン シ ス テ ム

佐 藤 銀 簾(NTT)

NTT施 設VOL.39,NO.5PAGE.16-181987

デ ィ ジ タ ル デ ー タ交 換 網 試 験 方 法 の 新 た な 展 開

吉 岡 義 博,菅 谷 喜 智(NTT技 術 開 発 部)

NTT施 設VOL.39,NO.1PAGE.51-581987

BASICか ら のDDXパ ケ ッ トプ ロ トコ ル 通 信 パ ソ コ ンの イ ン テ リ ジ ェ ン

ト ・パ ケ ッ ト端 末

円 丸 哲 朗(日 本 ユ ニ パ ッ ク 大 阪 支 店)

情 報 処 理 学 会 研 究 報 告VOL.86,NO.64(MC-41)

PAGE.41.3.1-41.3.81986

新 しいDDXパ ケ ッ ト交 換 網2階 位 網 と新 しい イ ン タ フ ェ ー ス の 追 加
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矢 野 厚,我 妻 新 吉(NTT)

NTT施 設VOL.38,NO.8PAGE.40-471986

パ ケ ッ ト交 換 網 に お け る 遠 隔 制 御 方 式 の 検 討

大 久 保 昌 哉,中 村 邦 夫,保 田 幸 三 郎,松 島 弘 典(NTT)

電 子 通 信 学 会 技 術 研 究 報 告VOL.86,NO.6PAGE.25-

30(SE86-5)1986

高 度 通 信 サ ー ビ ス 特 集 画 像 電 信 サ ー ビ ス の 現 状 と今 後 の 展 開I

DDXサ ー ビ ス の 現 状 と今 後 の 展 開

林 こ う 一 郎,長 沢 東 四 郎,松 元 正 夫,潮 田 邦 夫(NTT高 度 通 信 サ ー ビ ス

事 業 本 部)

NTT施 設VOL.38,NO .7PAGE.30-361986

複 数 の プ ロ トコ ル を 意 識 した 電 子 メ イ ル シ ス テ ム の 構 築 に つ い て の 報 告

落 合 真 一,中 島 達 夫,鈴 木 洋 一,斎 藤 利 忠,砂 原 秀 樹,所 真 理 雄(慶

応 大 理 工)

情 報 処 理 学 会 全 国 大 会 講 演 論 文 集VOL.32nd,NO .3

PAGE.1753-17541986

LANの 相 互 接 続 装 置 と相 互 接 続 方 式

沢 田 寛 治,井 田 政 司,小 川 元 孝(沖 電 気 工 業)

情 報 処 理 学 会 研 究 報 告VOL.86,NO .13(MDP-28)

PAGE.28.2.1-28.2.61986

パ ー ソ ナ ル コ ン ピ ュ ー タ 用X .25ソ フ トウ エ ア 実 現 方 式

細 野 勝 義,渋 川 智 鶴,加 茂 理,藤 本 剛 秀(松 下 電 器 産 業 シ ス テ ム 研 開 セ)

情 報 処 理 学 会 全 国 大 会 講 演 論 文 集VOL.32nd,NO .2

PAGE.959-9601986
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新 しい 加 入 電 信 網DDX回 線 交 換 と の 設 備 共 用

小 川 喜 祥,草 原 寛 司(NTT技 術 開 発 部)

NTT施 設VOL.38,NO.1PAGE.34-391986

②FENICSに 関 す る 文 献 目 録(85年 以 降)

〈 雑 誌 記 事 〉

富 士 通VANサ ー ビ ス 『FENICS』 概 要

加 藤 雄 一;原 田 剛

日 本 デ ー タ通 信55'90.9'p34～42

〈 学 術 論 文 〉

特 集:新 しい マ ー ケ テ ィ ン グ の 胎 動 モ ー ビ ル リー テ ー ル ネ ッ トワ ー ク シ ス テ ム

外 池 坦(モ ー ビ ル 石 油)

富 士 通 ジ ャ ー ナ ルNO.163PAGE.66-711989

特 集:パ ソ コ ン通 信FENICS統 合 デ ー タ ベ ー ス サ ー ビ スG-Search

(富 士 通)

富 士 通 ジ ャ ー ナ ルNO.170PAGE.80-851989

冷 凍 食 品 加 工 業 のFACOMKシ リ ー ズRモ デ ル ネ ッ トワ ー ク

古 賀 俊(ノ ー ス イ);崎 山 健 一(富 士 通)

FujitsuVOL.38,NO.6PAGE.516-520

1987

FENICS利 用 に よ る 全 国 ネ ッ トワ ー ク の 展 開

渡 辺 玲 司(富 士 通)

ComputRepVOL.28,NO.9PAGE.40-45

1988
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FENICSデ ー タ ベ ー ス サ ー ビ ス

向 畑 賢 一(富 士 通)

FACOM論 文 集VOL.21PAGE.369-3801988

付 加 価 値 通 信 網 の 一 検 討 高 度 通 信 サ ー ビ ス の た め の 共 用 ネ ッ トワ ー ク の 実 現 形

態

岡 田 智 雄,加 藤 雄 一,牧 田 美 喜 雄(富 士 通)

電 子 情 報 通 信 学 会 技 術 研 究 報 告VOL.87,NO.218

PAGE.25-30(IN87-55)1987

部 品VANシ ス テ ム

中 村 孝 昭(富 士 電 機 冷 機)

FACOM論 文 集VOL.20PAGE .193-2091987

FENICSを 利 用 した リ ア ル タ イ ム オ ー ダエ ン ト リ シ ス テ ム に つ い て

清 水 政 次(内 田 洋 行)

FACOM論 文 集VOL.20PAGE .87-1021987

企 業INS(FENICS)の 構築 と運 用 に つ い て

青 木 貞 夫,福 島 敦(富 士 通)

電 気 学 会 通 信 研 究 会 資 料VOL.CMN-87 ,NO.1-7

PAGE.41-521987

③Tri-Pに 関 す る 文 献 目 録(85年 以 降)

<奈 佳言忠言己事>

Tri-Pサ ー ビ ス に つ い て一 イ ン テ ッ ク ・パ ー ソ ナ ル メ デ ィ ア ・サ ー ビ ス

伊 東 弘 之

日 本 デ ー タ通 信52'90.3p63～72

一75.



4.参 考 文 献(2)地 域 情 報 デ ー タベ ー ス に 関 す る、 最近5年 間 の

日本経 済 新 聞 の 記 事 リス ト

昭 和60年2月26日

広 島 県 、 テ ク ノ建 設 へ80億 円 計 上 一 一 道 路 や 工 業 団 地 を整 備 。

昭 和60年4、 月2日

国 際 問 題 の 民 間 シ ン ク タ ン ク 、 国 際 研 究 セ ン タ ー 発 足__九 州 で シ ン ポ や 教 室 開

催 。

昭和60年11.月21日

管 内 の情 報 化 策 探 る、 名 古 屋 通 産局 が検 討会 議 を設 置。

昭 和60年12月13日

大 分 県 経 済 情 報 セ ン タ ー 、 地 域 情 報 デ ー タ ベ ー ス 化 、 収 集 へ 企 業 な ど を組 織 化 。

昭 和61年4月11日

九 経 調 、 地 域 デ ー タ ベ ー ス 作 成 、3年 内 に 経 済 予 測 シ ス テ ム 。

昭 和61年7月15日

テ ク ノ ネ ッ ト、 情 報 交 流 通 じ地 域 を活性 化、 通産省 構 想一一63年 度 事 業 化 。

昭 和61年8A14日

通 産 省 、 企 業 立 地 の デ ー タ ベ ー スー 一 「外 資 系 向 け 」 新 設 へ 。

昭 和62年1月23日

デ ー タ ベ ー ス 、 経 済 分 野 で 最 大 一 一 海 外 ・地 方 も詳 し く、 企 画 庁 、 来 年 度 着 手 。

昭 和62年3月28日

静 岡 県 商 工 会 連 合 会 が 事 業 計 画 、 小 規 模 事 業 者 向 け デ ー タ ベ ー ス 築 く。
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昭 和62年3月29日

大 分 情 報 セ ン タ ー 、 中 小 企 業 地 域 情 報 ネ ッ ト を来 月 開 始 。

昭和62年4月8日

宮 崎 県 都 城 市 の 行 政 ・企 業 、 情 報 化対 策研 旗揚 げ一 一 地域 経 済活 性化 狙 う。

昭和62年5.月16日

千 葉 県 、 将 来 フ レー ム作 成 へ 一 一 予測 モ デ ル基 に模 擬 実験。

昭和62年8月6月

企 画 庁 、 経 済 情 報 網 作 り一 一 〇ECDや 自 治体 と直結 。

昭 和62年10月7日

大 阪 府 立 産 業 開 発 研 、 計 量 経 済 分 析 を実 施 、一一 中小 の経営 改 善 支援 にモデ ル作 り

着 手。

昭 和63年1.月9日

足 利 商 議 所 、 経 済 人 リ ス トを 拡 充 一 一314人 を デ ー タ ベ ー ス 化 。

昭和63年1月21日

寒 地 問 題 の 研 究 、 国 際 組 織 設 立 呼 びか けへー 一 道 開発技術 セ ンター。

昭和63年4月17日

群 馬 県 、 「学 習 セ ン タ ー 」 の 情 報 提 供一一 パ ソコ ン通信 で10市 町 村 。

昭 和63年4月28日

新 都 庁 舎 に 都 政 情 報 セ ン ター 設 置 。

昭和63年5月25日
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広 島 商議所 、広 大 に地域 経 済研究 セ ンター新 設要 望へ。

昭 和63年6月9日

横 浜 テ レ ポ ー ト事 業 、MM21に 情 報 セ ン タ ー 一 一 都 市 管 理 シ ス テ ム。

昭和63年8E23日

和 歌 山県 が構 想 着 手 、 中 小 企 業 情 報 をネ ッ トワー ク化。

昭 和63年9、 月16日

全 国 の 商 議 所 、 パ ソ コ ン通 信 で 結 ぶ 一 一 日 商 、 来 月 か ら 実 験 開 始 。

昭 和63年12月4日

経 済 デ ー タ、 パ ソ コ ン で 、 九 経 調 、

ど。

1月 か ら有 料 サ ー ビ ス一 一 新 聞23紙 の 情 報 な

平 成 元 年3月14日

横 浜 市 が オ ン ラ イ ン、 経 済 中 心 の デ ー タ ベ ー ス ー 一 来 年 か ら提 供 。

平 成元年10.月6日

足 利 に ゆ か りの 著 名 人 を組 織 化 一 一 足 利 商 議所 、知恵 や 人脈 を借 り地域 活性。

平 成 元 年10月6日

鳥 取 テ レ ト ピ ア 、 日銀 経 済 情 報 サ ー ビ ス 開 始 。

平成 元年10月31日

仙 台 テ レコ ム タ ウ ン構 想 、 情 報 基 盤 一体 整備 へ指針一一 開発推 進協 分科 会 、来 月 に

発 足。

平 成2年2月28日

鹿 銀 、 地 域 経 済 研 設 立 へ 、 県 ・市 に 呼 応 一 一 調 査 や 計 画 立 案 。
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平 成2年3月1日

都 、 工 技 セ ン タ ー 内 に、 中小 の 異業種 交 流支援 へ 「促 進室 」設 置。

平 成2年3月8日

中 小 の情 報 化 ・人 材 育 成 支 援 、 産 業 セ ンター建設一一 藤 沢市 、 一般 に も開放。

平成2年3月22日

自 治 体 パ ソ コ ン通 信 活 用 法 広 が る 、特 産物 通信販売 ・宝 く じ案 内、 町づ く りへ意 見

交換。

平成2年4月27日

神 奈 川 、 図 書 館 情 報 検 索 シ ス テ ムー-KL-NET稼 働 。

平 成2年5.月23日

埼 玉 県 、 県 内 観 光 の振 興 図 り一 一 情 報 システ ム作成。

平 成2年7.月9日

梅 田 に"情 報 の 百 貨 店"、 ビ ジ ネ ス か ら文 化 まで気 軽 に引 き出せ る施 設。

平 成2年9月7日

石 川 ・寺 井 町 、 町 の 中心 部 に情 報基 地建 設。

平成2年11.月15日

信 州 ネ ッ ト、 パ ソ コ ンで 速 報 一 一 諏 訪信 金の景 況情 報。
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